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死刑制度について　世界の潮流と国民の意識
平岡秀夫（元法務大臣・弁護士）

平岡　みなさん、こんにちは。ただいまご紹介いただ
きました、平岡秀夫でございます。
　話を始める前に、『孤立する日本の死刑』（デイビッド・
T・ジョンソン、田鎖麻衣子著、現代人文社、2013年）を
お読みになられた方、いらっしゃいますか？　これは
田鎖麻衣子さんという弁護士の方の本です。ひとつ私
が勉強になったのは、アジアの状況というのが、非常
によく整理されています。それは、デイビッド・T・ジョ
ンソンというハワイ大学の教授が書いた部分を翻訳し
た箇所です。
　この本にはもう一つの特徴があります。民主党政権
下になって、千葉景子さんが民主党政権で初めての法
務大臣になりました。彼女はアムネスティ・インター
ナショナル日本とも関係が深く、死刑廃止を推進する
議員連盟の副会長もしておられたことがあり、死刑の
執行については非常に慎重に考えておったのですが、

死刑を執行するとともに、法務省のなかに「死刑の在
り方についての勉強会」というものを設けた大臣でご
ざいます。その千葉大臣以降の話がずいぶん詳しく書
いてあります。わたくしのこともたくさん書いてあり
まして、「批判されているような部分もあるかな」と
思いながらも、大筋においては、「そういうことなの
かな」と私も思います。ぜひ買って読んでいただいて、
参考にしていただきたいと思います。

1、死刑制度に対する谷垣法相の発言
　最初に、いま日本の状況というのはどういう状況か
は、端的にこの谷垣法務大臣の発言（2013年 2月 22日）
を見ていただけたら分かると思います。谷垣さんは安
倍政権で法務大臣になり、死刑の執行も 3回（2013年
11月 30日現在）にわたってやっているわけです。最初
の死刑執行に当たって、彼がこういう発言をしており
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ます。
　一つ目は「制度の大綱を現時点で見直す必要はな
い」。これでいいんだ、何もする必要はないというのが、
彼の見解です。
　二つ目は、「刑事訴訟法に規定（判決から 6カ月以
内に死刑を執行）される法の精神を無視するわけには
いかない」。刑事訴訟法に何が書かれているかという
と、法の精神にまで入っていってしまうと、必ずしも
正しくはないと思いますが、一応、形式的には「判決
確定から6カ月以内に死刑を執行しなければならない」
と書いてあり、「自分はそれを守っているだけだ」と
いうふうに言いたいわけだと思います。
　三つ目は、「死刑は極めて大きな内政上の問題。治
安維持や国民感情の観点をしっかり考えるべきだ」と
言っております。私は、谷垣さんはもうちょっと問題
意識のある政治家と思っていたのですが、問題意識な
しに、ただ単にこういうことを言い募って、死刑問題
から逃げているのは、私は政治家としていかがなもの
だろうかと思います。私も法務大臣時代に、ずいぶん
死刑執行を迫られました。特に自民党の広島県選出の
ある議員からも何度となく迫られました。確かに死刑
を執行するというのは法務大臣の職務であります。し
かし、なぜ、これが法務大臣になっているか。他の刑
の執行というのは検察官なんです。だけど法務大臣が
死刑については執行するということになっている意味
というのは、やっぱりもっと奥深いものがあるのだろ
うと思います。冤罪の問題もあれば、その時々の時代
の流れもあれば、国際的な動向もあれば、いろんなこ
とがある。やっぱり今の時点で死刑を執行することが
総合的に見て必要だと判断するからこそ、法務大臣に
その判断が委ねられていると思っておりました。それ
と合わせてわたくしが申し上げていたのは、やっぱり
死刑を執行するのは法務大臣の職務、それは確かに法
律にそう書いてあるからそうだけれども、でも、「日
本国として死刑制度をどう評価し、これからどうして
いくのかということを考えていく、そういう責任を
持っているのも法務大臣の職責ではないか」と。こう
いうふうに申し上げておりましたけれども、なかなか
私みたいに総合的に物事を言う政治家というのはだめ
なんですね。特にイケイケドンドンね、「殺せー」「や
れー」「当然だ」っていうような、そういう政治家で
ないと最近はなかなかうけないと、そういう気がいた
したわけでございます。
　それから、確かに「死刑は内政上の問題」というの
はそうだと思いますけれども、『ゆれる死刑』（岩波書
店、2011年）という本を、毎日新聞の小倉孝保さんと
いう記者が書いておられます。彼は、国連の死刑執行
停止決議がされるような場面に行って、日本国政府
の対応を見ているんです。「日本国政府の人たちは他
の国から非難されるのを、嵐が過ぎ去るのを待つよう
に、頭を低くしてじっと黙っていて、なにも反論しな

い。そういうことで本当に国際的理解が得られるのだ
ろうか」という問題提起もしています。確かに内政上
の問題ということは間違っているとは思いませんが、
しかし国際社会の中で日本はなぜそうなのかというこ
とが、「なるほど、そうなのか」と理解をしてもらえ
ない「内政上の問題」であってはいけないと思うんで
すね。
　国民感情のほうも、確かに被害者感情の問題とか、
非常に難しい問題がありますけれども、なぜこういう
国民感情が作られてきているのかということについて
も、しっかりと我々は検証していかなければならない
と思うわけです。この『孤立する日本の死刑』の中に、
デイビッド・ジョンソンさんが次のように書いていま
す。「ヨーロッパでの経験からすれば、死刑廃止が予
想されるような状況において、なお死刑を維持してい
るアジアの国は 1カ国、日本だけであり、この一見し
て異常な事態は、少なくとも部分的には中道右派の自
民党による覇権状態が半世紀以上もの間、機能したこ
とによるものである」。
　私はやはり、自民党政権下で死刑問題をどう捉えて
きたのかというのが大きなカギになっているような気
がするんです。やはり自民党はずっと政権を持ってき
た。その政権を持ってきたことについて言えば、もの
すごく知恵も経験も働いているんです。一つ言えるこ
とは、「自分たちが政権を持っている秩序を乱したく
ない。だったら死刑はそのままでいいじゃないか」と。
国民の世論調査をしても、「死刑が維持されるように
維持されるように」というような問題の出し方しかし
ていないという、そういうことを政権時代にずっと
続けてきたということ。これもやはりみなさんに理解
してもらいたいと思うわけです。決して国民は心底か
ら死刑問題について「見たくもない」「聞きたくもな
い」「私は知りません」という気持ちじゃなくて、本
当はいろいろ説明すればちゃんと理解もし、問題意識
も持ってくれる。そういう状況にありながら、それを
させてこなかったのが今までの政権ではなかったのか
と、私は思います。

2、死刑廃止と世界の流れ
　図 1は「死刑廃止国数の推移」。これはグラフで書
いたものです。2009年から継ぎ足して色の濃いところ
が、事実上の死刑廃止国と通常犯罪だけの廃止国です。
本当は 2008 年以前も入れるべきだったのですが。こ
ういうふうに増えてきているということを示したもの
ですね。それから国連総会の死刑執行停止決議という
のもまた増えてきているのが図2です。
　それからOECD（経済協力開発機構。言わば、先進国
クラブ）34カ国の死刑制度がどうなっているか（図３）。
過去 10年以内に執行のなかった国は 1カ国、大韓民
国です。大韓民国では1997年 12月に最後の執行が20
件ぐらいやられた。なぜかというと、1998 年に金大



3

中が大統領になると死刑が停止されるかもしれないと
いうことで、一気にやっちゃったわけです。で、金大
中が大統領になってからは死刑の執行が停止され、そ
れ以降ずっと停止されている。李明博大統領のときに
再開されるんじゃないかとみんな危惧していたのです
が、結局時代の流れというのがあって、韓国では再開
に至らなかった。
　OECDの国ではないのですが、台湾も似たようなこ
とがあったんですね。2006年に死刑の執行を停止する
ということが事実上行われた。民進党の代表・陳水扁
が国家総統の時に死刑執行が停止されて、その後2010
年に再開された。再開されてからは、台湾の国内では
死刑執行を求めるような動きが広まってきている。そ
ういう状況にある。こういう流れを見てきても、やは
りその時の政治の状況が、死刑の問題に関して、執行
の問題、制度の問題に非常に大きな影響を与えている
ということが読んでとれると思います。

3、世界と乖離している日本の国民意識
　それから国内の話に入りますと、これもよく出てく
るものですが、図 4は死刑制度に関する世論調査で、
下の1975年から一番最近は 2009年ですかね。左の薄
い色のところ（死刑存続）がだんだんと増えてきてい
る。1975 年ですから、今から 40年近く前までは 6割
弱しか「存続」の割合がなかったのに、だんだん増え
てきているんですね。これも先ほど来、私が申し上げ
ていますように、世界の潮流と国民の意識がだんだん
乖離してきているのではないのだろうかということで
す。
　実はこの問題に対しては、設問の仕方が悪いと指摘
する方が多いのです。設問の仕方は、死刑の廃止につ
いては、図では真ん中の部分で、「どんな場合でも死
刑は廃止すべきである」と答えた人です。それから左
の部分は「場合によっては死刑もやむを得ない」とい
うような人。これも存置論者に入ってしまっているの
で、もっと設問の仕方を変えれば、例えば、先ほど欧
州人権裁判所の話もありましたけれども、「絶対的終
身刑を作るということを前提にして死刑を廃止したら
どうか」とか、そういう問題提起なんか全然ないまま
に使われている設問と答ですから、こういう結果が出
てきてもやむを得ないのかなという面もあります。
　ただ、そうは言っても、だんだん死刑存続論のほう
が増えてきているというのは、いったい日本のどうい
う状況を反映してなんだろうかと思うんですね。「日
本はどんどん治安が悪化してきているから、やっぱり
死刑はないといけないよね」というようなことがある
のかといえば、そうじゃないですよね。殺人事件の件
数と、殺人事件による死亡者数を示す折れ線グラフを
見ると、どんどん減ってきているわけです（図５）。「体
感治安」的には悪くなっているかもしれませんけれど
も、数字で見れば状況としては良くなってきている。

図
１
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しかしよく言われるのは、やはりマスコミの報道も含
めて、世の中がどんどん不安になってきているという
か、治安が悪くなってきているというイメージを持っ
てきている人が多いのではないだろうかという気がす
るんです。特に、そういう傾向が表れてきているのは、
オウムのサリン事件が起こったあたりぐらいから、社
会の治安が悪くなってきているという印象を多くの国
民が持つような状況になってまいりました。いろいろ
調べてみますと、昔も凶悪事件と言われるような事件
とか、あるいは信じられないような事件というのがあ
るんですけれども、その当時のマスコミの報道の仕方
というのは、例えば新聞でちょこっと出ているぐらい
で、それほど大きく取り上げられていない。それと比
べて、いまはテレビの影響がすごく大きいですよね。
テレビは繰り返し繰り返し、非常に印象に残るような
場面を映していく。やはり体感治安というのが非常に
悪くなってきているという感じがします。
　私がやはり死刑問題についてここでしっかり国民的
議論をしなければならないと思っている一つの理由と
いうのは、そういう国民の意識が広まってくる中で、
本当に社会の寛容性がなくなってきている気がするか
らなんです。いま、法務省の大きな行政の課題として
は、刑務所から出てきた人の就職先がないという問題。
これは経済・景気の問題もあるんですけど、就職先が
ないとか、行く先がないというようなことなんですね。
社会で立ち直るためのことが、どんどん廃れてきてい
る、弱くなってきている、縮小してきているんです。
それは善悪二元論みたいな話で、「俺たちは善人なん
だけど、あの人たちは悪人だ」と言って、善悪で分け
てしまって、いったん悪いことをした人たちは、なか
なか社会復帰ができないというように、社会に寛容性
がなくなってきているということ。私は、この問題の
発生原因の一つが死刑存続の支持が拡大した原因と根
底で共通しているのではないかと思っておりまして、
そういう意味でもしっかりと国民的議論をしなければ
いけないと思っているということです。
　図 6も死刑制度に関する勧告で、2つに分けてあり
ますけれども、上は死刑制度廃止とかあるいは死刑執

行停止の問題として、日本が勧告を受けているという
ことがあります。あと死刑制度の運用に関することに
ついても、いろいろ勧告を受けているんですね。「死
刑囚に対する処遇に、非常に問題がある」とか、ある
いは「高齢者や障がい者に対する死刑執行の問題は
ちゃんとできているのか」とか、あるいは弁護士との
面会の問題、こういう問題をずいぶん指摘されている。
こういう日本の死刑制度というものが、制度が有るべ
きなのか無くすべきなのかだけではなくて、もう死刑
のことを語ることが、制度のことを語るのが、タブー
視されているんですね。聖域化されてしまって、いま
死刑囚がどんな処遇を受けているのかということを聞
こうとすると、もうそれだけで、世の中からは白い目
で見られるというような、そういう状況が発生してき
ている。こういう問題にもちゃんとメスを当てていか
なければいけないと思います。先ほどの『ゆれる死刑』
という本の中にも出てきますけれど、アメリカも死刑
執行している先進国の大きなひとつですが、アメリカ
と日本の違いは何なのかと言うと、アメリカでは死刑
に対する情報公開が非常に進んでいて、制度そのもの
についての議論もあれば、死刑執行のあり方について、
あるいは死刑確定者に対する処遇のあり方について
も、いろんな議論が行われている。それが、日本では
全く行われていないということが、もう一つの問題で
あると思うんです。
　改めて説明する必要もないかと思うんですが、死刑
制度が必要だという人たちには　①社会契約説からの
主張、②国家的秩序・人倫的文化維持からの主張、③
犯罪抑止論からの主張、④特別予防論からの主張、⑤
被害者感情に応じるために必要　との主張があります。
それから死刑制度廃止論には、①人権尊重からの主張、
②誤判の可能性からの主張、③国際情勢からの主張、
④国家による死刑制度乱用の可能性からの主張、こう
いったところがあります。このように、いろんな意
見があることは事実ですから、しっかりと私は国民的
な議論をしていかなければならないと思っていたので
す。

図
６

図
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4、国民的議論を目指したが
　私は法務大臣時代に死刑制度の問題について国民的
議論をやりたいと言っていたんですけれど、あれは
なにも私が個人的に言っていたわけじゃないんです。
2009年、政権交代する前の総選挙の時に、マニフェス
トが出されていましたけれども、そのマニフェストほ
ど大きなテーマではないけれど、政策的に「民主党と
してはこういう問題に取り組んでいきますよ」という
のが「政策インデックス」として示されていたんです。
そこで「死刑存廃の国民的議論を行なう」、それから
先ほど来申し上げているような、死刑制度の運用、執
行のあり方についても議論をして、「当面の執行停止
や死刑の告知、執行方法などを含めて国会内外で幅広
く議論を継続していきます」と書いていたんです。
　先ほどの「死刑の在り方についての勉強会」であっ
て、私にとってみれば最初に出た第 8回の勉強会で、
私は次のように言っております。
　「国民の皆さんが、死刑制度に関する国際的動向や
先進諸国の中での我が国の独自性について十分な情報
を持った上で、日本の考え方が先進国の一員として国
際的にも理解、納得してもらえるような議論を国民の
みなさんに展開して欲しいと願っています」。
　まず、「知らない」っていう人がものすごく多いん
ですよね。それだけ情報が伝えられていない、あるい
は伝えようとしてこなかったんですね、前の政権は。
だからそういう情報を持ちましょうねと。
　「世界各国では死刑廃止が広がっている状況の中で、
我が国の独自性あるいは特別の立場をあくまでも主張
し続けていくのか、或いは、どのようにすれば先進諸
国に理解・納得してもらえるのか」。
　これを議論しようじゃないかと。もし、これを世界
各国に説明できる状況にないと思ったら、それはやめ
るしかないですね、という道筋なんです。そのための
国民的議論をしていきましょう。
　それで最後に申し上げたことに繋がるのです。「死
刑の在り方についての勉強会」というのは法務省の中
に作ったんですね。中に作ったものでも、別に外に公
開しないというのではなかった。だから法務省の中だ
けで議論するときと、法務省の中だけではなくて、マ
スコミや一般の人たちも入れて行うときと分けてやっ
ていたんです。ですから、この「真に『国民的な議論』
が行われるためには、本勉強会の今後の進め方や本勉
強会以外の機会の持ち方についても、しっかり検討を
していく必要があると考えていますので、皆様方のご
理解とご協力を宜しくおねがいします」と言ったんで
す。
　なぜかというと、第 10回の勉強会というのが法務
省の中でありました。その時のテーマは「イギリスと
フランスの死刑制度廃止の経緯について」。大学の先
生を一人ずつ呼んで、マスコミの人にも公開してやっ

たんです。翌日の新聞記事に出してくれるんじゃない
かと思ったら、どこの新聞社にも、ひと言も、なにも
書いていない。そういう状況だというのは、うすうす
その時から分かっていました。誰もこんなこと（注:「死
刑制度の在り方についての勉強会」のこと）をやって
いると知らない。わざわざマスコミを呼んでやったの
に、ひと言も書いてない。これはいかんなと私は思っ
て、ここに書いてあるように予防線を張って「本勉強
会以外の機会の持ち方」と言ったんです。これをやろ
うと思いました。
　最初は、法務省にある法律制度に関する政府の審議
会、法制審でやろうと思ってたんです。ところが、法
制審は、「ある程度結論が出るような、あるいはもう
“こういう結論を出そう”というような状況になっ
てやるのであって、これからどうしようかというよう
な状況でやる審議会ではない」と言われました。「そ
れなら有識者会合をやろうじゃないか」ということで、
有識者会合を作ろうと思って動き始めたんです。
　その時によく分かったことがありました。例えば、
有識者会合のメンバーとしてどういう人を選ぶかとい
うと、賛否両論必要ですよね。それから中立的な人も
必要ですよね。死刑制度廃止論者はたくさんおられる
んですよ。瀬戸内寂聴さんとか、中山千夏さんとか、
みなさんよくご存じの辺見庸さんとか、たくさんおら
れる。でも死刑制度維持論者があまりいないんですよ
ね、有名な人ではね。学者とか弁護士とかそういう人
の中にはいますけれど。有名な人では、櫻井よしこさ
んとか、そういう人しか出てこない。それでどうやっ
てバランスを取った人事にしようかなと思って悩むぐ
らい、実は世の中でいろんなことを言っておられる人
のなかには、「廃止すべし」という人のほうが、やは
り多いんですよ。
　この有識者会合を作ろうと思って、ちょうど 2012
年のお正月から動き始めて、1月の中旬にベトナムに
出張に行っていた時に、野田総理から電話がかかって
きて、「平岡さん、今度内閣を改造するんですけども、
平岡さんには大変ご苦労なんですけれども、交代して
もらえませんでしょうか」。「ああ、そうですか。分か
りました。いろいろとお世話になりました。ありがと
うございました」ということで終わってしまった。そ
のあと、僕は小川法務大臣にも、「私はこういうこと
をやってきました」ということで引き継いだんです。
「死刑の在り方についての勉強会」については、「私
は、これはもう死刑執行の問題についてやろうじゃな
いか、と考えていた」と。そして、「死刑制度そのも
のについては、有識者会合でやりたいということでや
ろうとしていたんですよ」と。「小川さんにもぜひそ
れをやって欲しいと思うけれども、小川さんの考え方
もあるかもしれないから、あんまり強く言えませんけ
れども」と言っていたら、もう、大臣を交代して2カ
月ぐらいで、１回も「死刑の在り方についての勉強
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会」は開催されることなく、報告書を出しておしまい。
そのあと死刑の執行が行われてしまったということで
す。ある意味では、それは小川さんの責任ではなくて、
民主党政権全体というか野田政権全体の問題だったの
かもしれません。
　杉浦正健さんという自民党の法務大臣だった人も死
刑執行しなかった人なんですね。彼は宗教的信念が
あって死刑廃止論者だったんです。私は国民的議論を
しなきゃいけないという立場でやっていた。その人た
ちが参加する会議で、アメリカのニューメキシコ州の
知事が、私のことについて、「フランスのバダンテー
ル司法大臣が、フランスで死刑制度を廃止した。それ
に匹敵する日本の法務大臣たろうとした平岡秀夫さ
ん」と言ってくれたんです。しかし、そのあとに立っ
た私は、水を差すような発言をしたと言って田鎖さん
に非難されたんですけれども、「一法務大臣でできる
話じゃないんです、これは」と言ったんです。フラン
スもバダンテールが死刑をやめたんじゃない。ミッテ
ラン大統領が“死刑を廃止する”ということを公約
に掲げて大統領に当選して、それを実行するために、
バダンテールを司法大臣として使って、実現させた。
それぐらいフランスにおいても大きなテーマとして
やっていた。死刑を廃止する条約に参加するときのモ
ンゴルの大統領の演説、それから金大中、陳水扁。こ
れらの例にみられるように、いずれも国のトップが腹
を固めていかなければいけなかったし、これからもそ
うでしょう。その時には実際に法務大臣も、それはしっ
かりした理論構成や、いろんな問題に対応できるよう
な、能力をもった人がやらなければいけないと思いま
すけれども、でもやっぱり、死刑制度の廃止はそれだ
け大きな問題だというふうに思います。ご清聴ありが
とうございました。

質疑

質問１　法務大臣時代に、死刑執行を迫られたという
ことですけれども、具体的にどういうふうに迫られた
のですか？
平岡　迫られた場面というのは法務省のなかで、法務
官僚との間と、それから国会での議論の中と、いろい
ろあるわけです。ここで私がご紹介したのは、国会の
中でした。先ほどもちょっと言いましたけれども、「刑
事訴訟法のなかに“6カ月以内に死刑執行しろ”と
書いてあるじゃないか」「執行は大臣の職務・職責な
んだ」「なぜそれを実行しないのか」と。これは後藤
田さんが使った理屈なんですけど、「死刑執行するつ
もりのない人間は、法務大臣になってはいけないんだ」
というのが後藤田さんの理屈だったのですね。彼らは、

「執行するつもりがないのならば、受けるべきではな
かった。なぜ受けたんだ !」と、こういう責め方だっ
たと思います。
　組閣後の最初の記者会見のときに、法務大臣は必ず
「死刑の執行はどうされるんですか？」と聞かれるん
です。私が答えたのは、「私は死刑廃止論者ではあり
ません。しかし今の世界の潮流と日本の国民の意識と
の間にどんどん乖離が生じてきているなかで、死刑の
問題については、やはり国民的議論をしなければなら
ない時期に来ていると思います。これをまずやりたい
んです。ただ、個別の死刑の執行の問題については、
その都度、慎重に考えていきたい」というようなもの
で、非常に常識的なことを言っていたんですが、それ
では許してくれないのが当時の政治状況であったわけ
です。ですから、どんどんいろんなところの揚げ足を
取るような感じで、さっきも言ったように「なぜ受
けたんだ」というような話で責められたということが
あったということです。

質問２　秘密保護法が成立してしまったら、死刑制度
にどのような影響があると思いますか？
平岡　秘密保護法の問題もやはり人権と非常にかか
わってきているんじゃないかと思います。秘密保護法
そのものが、ある意味では、上から、国家から目線の
話が中心になっていますから、人権問題について言う
と、非常に後退してしまうのではないかと思います。
1985年ぐらいに「スパイ防止法」や「国家機密法」が
出たときの罰則には、死刑もあったんです。それはい
くらなんでもひどいのではないかということで、死刑
がなくなったところで、また提案して出されたという
経緯があるんです。1980年代にね。逆に言うと、今回
秘密保護法が最高 10年の刑で出てきていますけれど
も、もしこれが通って、国民がだんだんぬるま湯に浸
かって慣れてきたら、最後は死刑まで刑罰として盛り
込んでこようという動きが、今の政権であり得ないと
は誰も言えないような、そんな感じがします。最後は
人権問題というのと、どう秘密保護がうまくかかわり
あっていけるのかなという、そういう問題だと思って
います。

質問３　死刑執行の現場の情報にアクセスできないの
でしょうか？
平岡　これは法務大臣としてできないのか、あるいは
一般の国民を含めてアクセスできないのか、その両方
の面も、もちろんあるかと思いますけれど、死刑執行
報告書の内容はどう扱われているのかという、死刑執
行の問題についてのお問い合わせがありました。私も
法務大臣時代に、死刑執行する場所、東京の拘置所に
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行ってみました。千葉景子さんは執行する場面にも立
ち会ったと言っておられますから、それを見たんだろ
うと思いますが、そういう場面を見て、刑を執行する
場所についてはマスコミにも公開されたということが
あります。死刑執行の報告書というのはどれだけ詳し
いものが作られているのか、私の在任中は見た事があ
りません。死刑執行しませんでしたから、そういう報
告が上がってくる立場ではなくて、むしろ自分が問題
意識を持って、「あの時の執行はどういうふうに行わ
れたとか、そういう記録はあるのか」「それを見せて
くれ」と言えば、あったのかもしれないし見られたの
かもしれませんけれども、残念ながらそこまでは私は
接する機会がございませんでした。

質問４　死刑廃止は法務大臣の意向だけでできるもの
ではないというお話でしたが、処遇の改善については、
法務大臣の権限があれば実現できるものがあったので
はないでしょうか。
平岡　これは、確かにないことはない、いろんなこと
ができると思います。法律改正を要する部分があるか
もしれませんし、法律改正をしないで、運用でできる
部分もあるかもしれません。例えば私は、死刑囚に
対する医療行為がどのように行われているのかとい
うことの報告を求めたことがあります。それを見る
と、ちゃんとした報告書が出てくるんですね。「こう
やって、こうやっています」という。じゃあ、これを
どう改善したらいいのかということを、自分で考えて
やるということはなかなかできなくて、それなりの知
識の集積とか、議論の集約とか、そういうものも必要
になってくるだろうと思います。もっと簡単な例で言
うと、ものの本によると、死刑執行は、当日の朝に告
知をして執行する、となっている。なぜそうなってい
るのかというと、かつては１週間ぐらい前に告知して
いたけれど、その死刑囚が告知されたあとに自殺して
しまったということがあったので、告知した後に時間
的余裕を与えるといろんな問題が起こってしまいかね
ないから、当日の朝にしましょうと変わったという話

があります。このことについても、当日の朝というの
は、いかにも人権的に問題があるから直すべきだと国
際的にも言われているんです。アメリカでも事前に告
知をして、そのあと、家族とか自分の会いたい人に会
えて、いろんなことができるという仕組みになってい
る。どっちがいいかという話は、それは事前にやった
ほうがいいんじゃないかと常識的には思うんだけど、
そういう過去に発生した問題にどう対応していかなけ
ればならないかということも合わせて整理していかな
いといけないので、一大臣が「俺はこれがいいので、
こうやってくれ」と言ったって、なかなか動かない。
やっぱりみんなの議論の結果として、こういうふうに
しましょうというのが出てこないと現場が動かないと
いうことがあります。そういう議論を本当は、「死刑
の在り方についての勉強会」で、今までは死刑の存廃、
存続か廃止かの問題を中心にやってきたけれども、そ
の問題は有識者会合でやって、執行の面、確定死刑囚
の処遇の面については、「在り方の勉強会」で、省内
で行うものでやりましょう、と言ったところで私が終
わってしまったということで、それ以上できなかった
ということで、そこは大変申し訳なかったと思います。
　ひと言付け加えさせていただくと、民主党の中で死
刑制度を検討するワーキングチームというのがあった
のです。今野東さんという方がその座長をやっていた。
難民問題にも非常に熱心に取り組んでおられた方で、
仙台のラジオのパーソナリティもやっておられ、仙台
では非常に有名な方です。彼が死刑問題についての民
主党のワーキングチームの座長をやっておられた。彼
にもいろいろ相談しながら、どうやって進めていこう
かとやっていました。その彼が今年の4月に間質性肺
炎で亡くなられたんです。そういう方も亡くなってし
まって、死刑問題についてはリベラル派的な国会議員
がいなくなってしまったので、しばらく足踏み状態に
ならざるを得ないのかなという気は致しますが、こう
いう確定死刑囚の処遇問題等についてもしっかり取り
組んでいかなければいけないと思っております。

　東京上野の東京都美術館ギャラリーAで開催された
The Humanisation 展、ブレヒトをもじって「今日の世
界はアートで再現できるか」という試みだが、そこに
大道寺幸子
基金に応募
された響野
湾子さんの
二点の作品
も展示され
た。
　会場には
さまざまな
作品がおか

れているのだが、屋根にパトカーが座礁して載ってい
る小屋の入り口ドアの両側に一点ずつ展示。会場の作
品群のなかに見事に収まっている。それぞれの作品が
現代社会と切り結び、面白い展示会だった。
　京都の東本願寺接待所
ギャラリーでも「いのち
の表現展　己が身にひき
くらべて、殺してはなら
ぬ。殺さしめてはならぬ」
と題して１月 20 日まで展
示される。
　絵画作品だけではなく
詩歌句もまた軸物にして展示されたのが目新しい。途
中で一部入れ替えがあるとのこと。（F）

大道寺幸子基金の絵画、各地で展示



◆以下に掲載するのは12月 21日、文京区民センターで行わ
れた執行抗議集会の発言である。

　みなさん、こんばんは。執行があったのが 12月
12日です。私どもは、年に4回執行するだろう、や
るとすれば 12月だろう、12月であれば、12月に入
って最初の週ないし次の週ではないか、そしてこの
ところ木曜日に執行していますから、木曜日じゃな
いかという感じで、皆さんとともに、誰が危ないか
ということも検討してきました。けれども実際、谷
垣法務大臣の死刑積極主義、つまり何の躊躇もなく
死刑を執行するという状況の中では、死刑確定後 6
カ月が経過すれば、皆さんが危ないという状況です。
執行の前日、マスコミの人たちと情報交換をしまし
た。「明日、つまり 12日が極めて危険ではないか」
という話がありました。実際、12日の早朝ですけれ
ども、「今日は確実にやられる可能性がある」とい
うような話も飛び込んできました。もっとも、具体
的に執行があるという情報が入ってきたのが午前 9
時半の段階です。どなたが執行されたのかについて
は、10時直前に判明したわけです。
　12月 10日は「世界人権デー」の日です。これは、
国連で 1948 年に世界人権宣言が採択されたことを
記念して、その 2年後の総会で毎年 12月 10日に記
念行事を行うことが決議され、法務省もこれにのっ
とって、12月 4日から 12月 10日までを人権週間と
して、人権の啓発活動をやっています。特に 12月
10日は、「人権デー」と言って、この日は人権につ
いてもう一度社会全体で考える日にしようと彼らは
やっているわけです。
　しかし、実はこの 12月 10日ないしこれ以前の人
権週間の期間に、法務大臣は死刑執行の署名をして
いるわけです。世界人権宣言を条文化したものが国
際人権規約ですが、そこでは「この条のいかなる規
定も、この規約の締約国により死刑の廃止を遅らせ
又は妨げるために援用されてはならない」と定めて、
加盟各国に死刑廃止を、少なくとも死刑回避をすべ
きことを義務づけ、そしてその追加規定として死刑
廃止条約が成立し、国連総会では何度も死刑の執行
を停止して死刑廃止に向けた努力をするようにとの
決議がなされています。にもかかわらず、彼らは死
刑を執行するのですから、彼らの言う「人権」とい
うものがどういうものなのか、ここにいる方ならお
分かりになるだろうと思います。欺瞞と言うほかな
いと思います。

不幸な生い立ちと重すぎる量刑
　東京拘置所で藤島光雄さん、大阪拘置所で加賀山

領治さんが執行されました。藤島さんについては、
最高裁、再審の弁護人であった秋田一惠弁護士が見
えていますので、いろいろ話していただこうと思っ
ています。私も藤島さんの件はたいへん気になって
いました。この人は 1986年 3月 6日と 11日、山梨
県と新潟県で、短期間に殺害行為を行なっているわ
けです。最初の被害者の人は、藤島さんの育ての母
と言われ、それから 11日の被害者は友達として付
き合っていたと言われており、いずれも近い濃密な
人間関係があり、いずれについても誤解に基づき殺
意を抱くに至ったとされています。殺害方法も、縛
り付けた被害者を浴槽に逆さまに入れて押さえつけ
溺死させるという、特異な行為を行っています。彼
は当時 20代後半でしたが、幼児虐待を継続して受
け、そこには人格の未成熟の状態がうかがえるわけ
です。虐待が人の発達に与える影響や脳の成長に与
える影響が明らかにされつつある昨今であれば、彼
の持っていた心理的、あるいは精神的な問題がもっ
ともっと明らかになり、死刑という判決はあり得な
かったのではないかと思います。
　そして加賀山さんについては、一審の段階で弁護
人であった方からのメッセージが寄せられていま
す。ぜひ、お読みいただければと思います。加賀山
さんは、大道寺幸子基金に対して再審支援金の応募
をし、私どもは、今年、加賀山さんに 10万円の援
助を決めた矢先だったわけです。アンケートにも
ありますけれど、「再審を予定している」と。来年、
年が明けて 1月に、一審の弁護人であった徳井さん
に拘置所まで会いに来てもらい、そして話をしたい、
という手紙まで出していたわけです。それから藤島
さんについても、おそらく過去5回以上、再審を請
求していただろうと言われており、それから恩赦の
出願もしていて、その恩赦の出願がちょうど切れた、
年が明ければ再審をもう一度やろうと準備していた
最中だったようです。
　加賀山さんについて、私も判決を見たのですが、
2008 年 2月 1日、DDハウス、これは梅田駅の近く
にある商業施設ですが、ここで１人を死亡させ、そ
のあと自首しているんです。自首してDNAを採取
され、そのDNAが、その時から 8年前に起こった
中国人留学生強盗殺人事件の犯人のDNAと一致し
たということで再逮捕されるわけです。いずれの事
件も、最初から殺害を目的としているわけではなく、
例えば中国人留学生の場合ですと、共犯者と2人で、
もっともその共犯者は捕まっていないのですが、町
を歩いている留学生のカバンを強取する。ところが、
被害者と目撃者に追いかけられ、追い詰められて、
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もみ合いとなり、その最中にナイフで刺してしまい
1人を死亡させてしまう。それから、DDハウスの件
ですけれども、これは最初、彼は窃盗をしようと準
備をしていたところ、それを見やぶられてしまって
乱闘になり、その乱闘の最中に相手を死亡させてし
まったという経緯です。彼は、両方の事件について
殺意を否認していました。後者の件では、強盗の故
意も否認していました。この人は、寝るところも泊
まるところもなく、その日の食費にも事欠く極貧状
態の中で、窃盗を思いついたわけです。
　私たち死刑事件を弁護している人間からしますと、
例えば藤島さんのケースですと、これは、いわゆる
単純殺人の2人のケースで、なおかつ動機もあまり
はっきりしない。責任能力もあるかどうかはっきり
しないというような状況ですから、おそらく死刑は
回避される可能性が高かったんだろうと思うんです。
加賀山さんのケースについても、計画的な殺意があ
ったわけでもありませんし、強盗を計画していたわ
けでもない。特に自首しているわけです。自首の場
合ですと、任意的減刑の対象にもなります。同じく、
死刑は回避される可能性はあったと思います。です
から弁護人の感覚からしても、死刑の量刑はもとも
と重かったと思うんです。しかも藤島さんの場合で
すと、1986年 3月に事件が起きて、87年の7月に地
裁の判決がある。1年とわずかの期間で死刑判決が出
ているんですね。そしてもっとひどいのが高裁です。
7月に地裁の判決があって、翌年の12月に高裁の判
決がある。こういう拙速な裁判であれば、藤島さん
の生い立ちとか家庭環境、あるいはその日の心理状
態、精神状態などは、ほとんど吟味されずに終わっ
たのではないか。加賀山さんのケースを見てみると
もっとひどくて、2008年 2月 1日に事件を起こして、
2月8日に自首しているんです。ところが一審の判決
は、ちょうど１年後。2009年の 2月に死刑判決が出
ている。そしてさらにそのあとですけれども、2009
年 11月 11日、地裁判決からわずか9カ月で高裁の判
決が出ている。事実関係、あるいは情状関係を吟味す
るのは一審と二審だけなんです。最高裁は憲法違反
や判例違反に限定して事件を見ていくわけですから、
この人が一体何をやったのか、そして何故やったの
か、さらにこの人にどういう責任を追及できるのか、
どう責任をとるべきかは、一、二審でしか審理の対
象とならない。その一、二審がこんなに短い期間で
処理されてしまったということ。そもそも死刑が極
めて重い刑罰で、しかも絶対に誤ってはならない刑
罰であるのを、こんなに短い時間で処理してしまう
ということ自体、弁護人のまともな弁護を受けるこ
とができたかどうかを含めて、日本の死刑制度の抱
えている問題だと思うんですね。こういうふうな短
い時間で事件を処理するということは、今でも続い
ているわけで、これは弁護人も含めて、もういっぺ
ん、死刑事件の弁護のあり方、審理のあり方について、
根本的な問い直しが必要だろうと思います。
　しかし、そういう、このおふたりについての欠陥

弁護・審理・判決があったにもかかわらず、これに
ついて谷垣法務大臣は、弁護士であったわけですか
ら、気づかないはずはないのですが、「精査した上
で結論を出した」というわけです。とりわけ加賀山
さんについては、確定してから1年 4カ月。こうい
う短い、拙速な死刑執行だったわけです。彼は、法
務大臣としてだけではなく、弁護士としても失格だ
ろうと思います。
　拙速な死刑の執行は、今年に入って 2回目です。
この前は 4月の執行だったのですが、この時も 1年
4カ月で執行しているわけです。このことからすれ
ば、法務大臣は、早く死刑を執行するということを
意図的に行なっていると言っていいと思います。

年４回の執行を実現した法務省
　今回の執行をもう少し考えてみたいと思います。
これで年4回目の執行です。年 4回の執行というの
は、法務省がかねてからやりたかったことです。年
5回とかそれ以上であれば、拘置所の能力を超えて
しまうんですけれども、4回であれば、今現在 131
名の死刑確定者をどんどん減らしていって、「死刑
執行しない」ということへの非難を回避することが
できると彼は考えていると思うんです。過去、確か
に1年間に5回執行があった年がありました。例の、
鳩山・保岡・森という3人の法務大臣が 1年のうち
に連続して交代していく。そして 3人ともウルトラ
死刑推進派ですから、この3人が年 5回やったとい
うことが、2008 年にあったわけです。しかしそれ
以外では、最大でも年3回。見てみますと、例えば
2000 年から 2006 年までは年に 1回だけだったんで
すね。それから 2007 年になって 3回。先ほど申し
上げた2008年には 5回だったのですが、そのあと2
回、1回、そして江田さん、平岡さんが頑張ったゼ
ロの年があったんですけれども、そして2012年に 3
回と。つまり法務省は 5回という異常なことはあっ
たんですけれども、年 4回執行するということをや
れてこなかったんですね。これはやっぱり法務大臣
の抵抗があったんだろうと思います。
　しかし、今年はスケジュール通りに 4回やった。
なぜスケジュール通りかといえば、執行した月を
見ていただければ分かると思うんです。2月、4月、
そして9月、12月と。つまり今回の執行の前が9月
だったということが、もう１回やることを予定した
うえでの 9月の執行だったわけですし、9月の執行
の前に 4月にやったというのは、9月に執行するた
めの 4月だったわけです。ですから、2月に執行を
した段階で、もう今年は 4回やるということを彼ら
は決めて、そして今までやれなかった年4回の執行
を、これで実現したと言えるんだと思うんです。と
りわけ、3人、2人、1人、2人と執行された人の人
数を見れば、とにかく4回執行することが目的であ
ったことが明らかです。つまりこれは、谷垣法務大
臣が過去のどの法務大臣よりも法務省に言われるま
まの法務大臣であり、かつウルトラの死刑推進論者
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であることを如実に示しています。特に、年4回も
死刑を執行できるというのは、通常の人間感覚を大
きく逸脱していると思います。彼は、死刑執行に何
らの痛痒も感じないばかりか、そこには異常な性格
さえ疑わしめます。法務省は、死刑についての積極
政策を全面的に実現したわけです。

死刑廃止に一歩でも近づく運動を
　こういう状況の中で、私たちは、近い将来、大変
厳しい局面を迎えざるを得なくなってきたわけで
す。年 4回執行されるとなると、1度に 3人執行さ
れるとなると、12人の人が犠牲にされるわけです。
現在、130人ですけれども、85人の人が再審請求を
している。残るは 45人。現在でこそ、再審請求、
あるいは恩赦の出願をしていれば死刑執行はされな
いと言われていますけれども、いずれ近い将来に、
再審請求をしている人、あるいは恩赦を出願してい
る人に対して死刑執行が行われる。このような人た
ちに死刑が執行されるということは、もう死刑を回
避する手段が、完全に奪われてしまう。私たちはい
よいよ、そういう厳しい局面にさらされていると私
は思うわけです。「彼らは、死刑執行を妨害している」
という論理で、襲いかかってくるでしょう。
　こういう中で、私たちが一体何をやっていくか。
谷垣法務大臣は、今回の死刑執行後の記者会見で、「死
刑には国民の支持がある」、「死刑維持に変化を迫る情
勢はない」と言い切っています。つまるところ、日
本の世論は死刑支持であるから、死刑は維持しなけ
ればならないと言っているわけです。もともと世論
調査にはたいへん大きな問題があって、誘導的であ
ると私たちは批判しているわけですけれども、しか
し現実に日本の中で死刑を支持する人たちが多いの
も事実ですし、そしてそれに比べて、死刑を廃止し
ようとする私たちの声が極めて小さいのも現実なわ
けです。こういう状況の中で、谷垣法務大臣のこう
いう考え方を、どうやって変えさせていくか。ある
いは、こういう法務大臣が現に存在し、死刑執行し
ようとしていく状況を、どうやって変えていくかと
いうことを真剣に考えていかなければならないんで
す。世論の多くが死刑を支持しているということは、
逆に言えば私たちの死刑廃止の声が小さいというこ
とであるわけですし、死刑廃止運動がまだまだ脆弱
であるということの裏返しだろうと思うんです。
　結局、私たちは死刑廃止運動をより強くより広く、
展開して行かなければならないのですが、死刑廃止
運動と言っても、いろんな局面があると思うんです
ね。また、いろんなやり方や考え方があるのだろう
と思います。私自身は、質的な広がりと量的な広が
りというのを死刑廃止運動で考えていかなければな
らないと思っています。質的な広がりというのは、
空間的な広がりであり、また政策的な広がりである
と思うんです。空間的な広がりというのは、いま私
たちが少しは手をつけようとしている、死刑廃止を
訴える集会をするだけではなくて、映画祭あるいは

表現展とか、いろんな場面で死刑廃止につながる催
し物とか集会をやって、死刑廃止の考え方を少しず
つ広げていくという多面的な動きがそうなんだろう
と思うわけです。
　そして、政策的な広がりも持たなければならない
と思います。死刑廃止というのは単純に政策の問題
です。究極的には国会で実現される問題です。そう
だとすると、死刑廃止を目指す政策的な広がりを、
私たち自身が持たなければならないと思うんです。
死刑廃止というシングル・イシューではなくて、死
刑廃止の人からしか支持を受けない政策ではなく、
例えば死刑確定者の権利の拡充とか、あるいは死刑
に直面する人たちの刑事裁判における権利の拡大、
例えば死刑執行の前に、死刑執行の事前告知を受け
る権利をまず獲得していくとか、恩赦を権利として
実現させるとか。あるいは、裁判の全員一致制とか、
そういう多面的な政策を展開しなければならないで
しょうし、それから死刑に代わる最高刑、つまり終
身刑を導入するということもはっきりと打ち出して
いく必要があるだろうと思うんです。「死刑は必要
だが終身刑があってもいいのではないか」、「終身刑
であれば、あえて死刑は必要がない」という人たち、
「死刑は必要だが誤判があってはならない」という
人たち、そして「死刑は必要だが権利の保障がおろ
そかになってはならない」という人たちと、力を合
わせることができる政策を掲げ、働きかけを強め、
運動を広げていくことが必要だと思います。いずれ
にしても、現在の死刑制度を流動化させる運動が必
要だと思います。
　こういうことをやっていくことによって、この厳
しい状況を切り開いていく必要があると思うのです
が、いずれにしても私たち死刑廃止フォーラムが
1990年から延々とやって来ても、なかなかこの状況
は変わらないし、より悪くなっている。とすれば、
もう一度、頭の中を切り替えて、ゼロからリセット
して、運動を再スタートしなければならないと思っ
ています。これは、皆さんと一緒に話していきたい
と思います。
　とりわけ、私たちは一生懸命頑張って死刑廃止議
員連盟を支えてきたし、作ってきたわけですけれど
も、それも機能不全になっている。もう一度、国会
とつながるチャンネルを作りなおさなきゃならない
と思いますし、私たち自身が、他の多くの人たちと
一緒に運動をやっていくチャンネルも作りなおさな
きゃならないだろうと思っています。そういうふう
にリセットしたいと思っていますので、ぜひいろん
な議論をさせていただこうと思います。とにかく、
このままの状況を何とか変えていくために、力をあ
わせていきたいと思います。死刑廃止フォーラムは、
死刑廃止ができるという前提に立った運動でした。
しかし、死刑廃止ができないという前提に立った運
動、つまり死刑廃止に一歩でも近づくこと自体を目
的とした運動を考える必要があるのではないかと思
います。



11

生きてる価値がない？
　寒いなか、皆さんお集まりいただきまして。藤島
さんも、こんなに注目されるの、彼大好きですから、
すごくよい弔いになると思います。
    彼は非常に人懐っこい子でした。「子」と言っち
ゃ悪いんですけど。私より年上ですが、いつまでた
っても子どもみたいな人でした。だから、おそらく
皆さんがお会いになったとしたら、藤島さんは好感
度が高いと思います。ただ、心の中はものすごく深
い闇を抱えていました。でもそれはあたりまえです。
まず、第一点として、彼は死刑囚なので、「更生の
余地がない」と言われた人間です。どんな人も「更
生の余地がない」と言われた瞬間に、人間性を失う
と思います。どんなに素晴らしかった人でも、人懐
っこい人でも、「あなたは生きてる価値がない」と
国家から何回も何回も言われたら、人間性を失うと
思います。そのわりには人懐っこかった人です。
    だけど、彼が「生きてる価値がない」と言われた
のは、裁判だけではないのです。生まれた時から言
われていました。彼のお父さんがどんな人か、彼自
身も知らなければ、お母さん自身も知りません。お
母さんは、いわゆる娼婦のような仕事をしていまし
た。だから複数の男性と関係があったので、果たし
て父親が誰だか分かりません。今は、家族というの
の多様性を少しずつ認めるようにはなってきました
けれども、日本の国というのは家族観が非常に封建
的で、まして彼が生まれた 1958 年という年は、右
肩上がりの高度成長期です。基本的に核家族という
のが王道の家族観の中にありまして、お父さんとお
母さんが揃っている家族。離婚もまだ少なかったで
す。母子家庭や父子家庭も少なかったです。お父さ
んたちはサラリーマンが多くて、郊外の一戸建ての
住宅をサラリーマンの給料で買えるか買えないかと
言って、右肩上がりの経済成長のなかでローンを
組むことができる。そういう時代です。彼はその中
で、非常に貧しい育ちをし、お父さんも分かりませ
ん。学校教育の現場で、あたりまえのように保護者
欄に父と母と書かれている時代に、父の名前を、自
分も分からなければ母親も分からないという人の気
持ち。どんな気持ちだか、皆さんも想像していただ
けると思います。それでも彼は、小学校は何とか通
っていましたけれども、彼を育てたのは母親でもな
ければ、ちゃんとした家族ではないです。基本的に
は施設と母親とお母さんのお母さん。祖母の間をた
らい回しにされていました。そして彼の記憶に非常
によく残っていることが、お母さんとお祖母ちゃん
とが二人して、「こんな子は育てたくない」とお互

いに言いあって、この子の面倒をいかに見ないかと
いう会話をしていたことです。もちろん、彼が嘘を
ついていた可能性もゼロではありませんけれども、
どう見ても、望まれた子どもじゃないことは分かり
ます。どう見ても、お母さんやお祖母ちゃんが、「こ
の子が可愛くてたまらない」という扱いをしていな
いということも分かります。そういう育ちかたをし
ている。
    体操選手で遠藤選手というオリンピックの選手が
昔いました。相当前だと思います。私はまったく記
憶にないんですけれども、その遠藤選手が出身の施
設に彼は入れられました。私はその施設にも行きま
したけれども、立派なオリンピック選手である遠藤
選手の写真があって、施設出身でも、ちゃんと成功
する人もいるんだよ、という写真がありました。と
はいえ、遠藤選手以外は貼っていないので、おそら
く、その時代に施設出身でこんなに成功してますよ
と言える人はそんなにいなかった。私はその時、藤
島さんと同じ施設出身のお友達というか、同期生の
方ともお会いしてお話をしました。やはり施設の生
活ってすごくさびしくて、お父さん役とかお母さん
役の人というのはほとんどいなくて、何十人の中に、
たった一人、お母さん役の人がいるんだけど、みん
なで取りあいみたいになってるんですね。ちっちゃ
い子たちって自分だけを見てもらいたいと思ってい
るから、あの施設の環境の中で、充分愛情を受けた
かというと、やはりみんなが愛情飢餓状態。私は自
分の目で見てきましたけれども、施設には良い先生
もいらっしゃいました。藤島光雄さんのことを心配
してくれていた先生もいました。だから、施設の先
生たちの中には、藤島さんさびしいんだろうなと思
いながらも、だけどこんなにたくさん子どもがいる
から、一人にだけ手をかけられないのよという思い
を持っていた方たちもいたと思います。だから、彼
を全否定されたとは、私は強調するつもりはありま
せんが、そういうわずかな善意の人たちがそこここ
にいたとしても、彼の人生の根本であるところには、
お父さんの名前は分からない。お母さんとお祖母ち
ゃんからは厄介者扱いされる。施設に追いやられる。
施設では一人の保母さんみたいな役の方を、何十人
かで取りあいをする。学校の成績は、知能が小学校
4年生程度という知能指数になっていますので、学
校の中で先生から目をかけられるという子ではな
い。当時の学校というのは、もう中教審の答申が出
ていましたので、5%ぐらいの頭脳労働者と、10何
%の中間管理職になれるかどうかの労働者と、残り
は普通の労働者でいいんだというようなことを学校

彼と同じ環境に育っても自分は犯罪をしないと言えますか？
秋田一惠（弁護士）
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自体が文部省自体が、人をそうやって格差を作って
競争社会の中にまい進して行こうという時代ですか
ら、小学校 4年生程度の知能指数で施設から通って
いる彼が、学校の中で先生から特別可愛がられる存
在ではないということも分かると思います。

事件のうらに見える虐待の経験
    想像してみてください。家族からも学校からも、
どこにいても、「ああ、いて良かった」「生まれてよ
かった」「あなたは価値があるよ」って一度も言わ
れないで育ったんですよ。それにプラス、虐待を受
けていました。その虐待はどんなことかというと、
一つは性的虐待です。お母さんが四六時中、男の人
となにかやっているのを、彼は目の前で見ているわ
けです。だから彼は非常に歪んだ男女関係というん
ですかね、そういうものを頭の中に刷り込まれてい
ます。それから、虐待の仕方っていろいろバリエー
ションがありますけれども、肉体的虐待で彼がもっ
ともよく覚えているのが、水に沈めて息ができない
ようにさせられること。そして、この方法が、いわ
ゆる彼の殺害方法なんですね。だから弁護士的に言
うと、上告審で初めて児童虐待を真正面に据えて、
責任能力や判断能力が無いんじゃないかというのを
やった事件であることは確かです。しかし 1990 何
年という、児童虐待とかそういうことが日本ではよ
うやく話題になるかならないかぐらいの時期だった
ので、文献も少なくて。こちらが再審をやるときは、
向こうのものを縦にして。今はもう横のものを横で
すけれど、要するにアメリカの文献などを使って、
児童虐待が脳に及ぼす影響がどうとかと、いじくり
まわしました。けれど、はっきり言って、やってる
弁護士の私ですらよく分かっていないことをやって
いますので、説得力が無いと思われても仕方がなか
ったかもしれません。ただ、今の時代だったら、例
えば「虐待を受けた子は海馬が縮小している」とか、
「記憶や言動が病的である」とか「人格形成上、発
達ができていない」というのがMRIとかCTで見て、
物理的客観的に立証できるかもしれないんですね。
でもその当時はそれが非常に難しくて。
    私が関与したのが、実は上告趣意書が出た後なの
で、しかも上告趣意書が 1ページ程度で、「まだ若
いから、更生の余地があるから何とかしてやってく
れ」というだけの無茶苦茶な上告趣意書でした。こ
れを補充書で書けと言われても、非常に厳しい状態
で、責任能力とか判断能力を争うのは土台無理な、
法的にはなかなか無理な時に、私は彼の弁護人にな
ったわけです。ですからもう 20年以上になるわけ
です。そういう立場で入ったとはいえ、普通に話を
している分には世間知のある藤島さんでしたから、
あまり知能が低いというふうには思えないんですけ
れども、少し話をしていくと、非常に歪んだ男女観
とか、愛情飢餓状態があって、虐待された子どもに
特有のしがみつきが非常にありました。だから彼と
付き合って獄中で支えていこうと思った方たちは、

非常に苦労されたと思います。というのは、彼は愛
情がまったく信じられないので、極限まで人を試す
んですね。嫌なことや、これでもかこれでもかとい
うことをして、それでもまだ自分を支えてくれるの
かと試すのが好きなんです。そういうことをされる
と、私なんかは駄目ですけれども、通常、死刑囚を
支えようと頑張っている方たちは、非常に人間がで
きている方ですけれども、その人間ができている方
でも、「もういい加減にしろ」と嫌になっちゃうわ
けですね。そういうところはあります。でも、分か
りますよね。もし私が生まれた時から「お前なんか
生きてる場所ないんだよ」とずっと言われ続けたら、
やっぱり、自分のことを支えてくれると言われても、
「どうせ嘘でしょ」とか「どうせ下心があるんでしょ」
とか「やっぱり常に騙されているんじゃないか」と
か、そういう気持ちになると思いますので、試すと
いうのは正しいやり方でもなんでもないんですけれ
ども、彼の性格の中の一つに入っちゃった。
    そして殺人の動機も、実はその「愛情の試し」な
んですね。というのは、彼女ができて、彼は彼女を
追いかけるわけです。ストーカーみたいなことをし
て。それでおばさんが、彼女の居場所を知っている
のに教えてくれない。「俺の恋路を邪魔するな」と
いうので沈めちゃうんです。けっこう残酷な沈め方
はしましたけれども、動機としては分かりやすいん
ですよ。そういう意味では、例えば、秋葉原で何人
も殺したというと、皆「なんでこんなことをしたん
だろう」「わからない」とかっていうような、そう
いうものではなくて、愛情飢餓状態の人間が本当の
意味での愛情ではなく、支配とかコントロールした
いという気持ちでしょうけれども、彼女ができて、
その彼女の居場所を、彼女が嫌いになっちゃって、
他の人のところに行っちゃうと。嫌いになっちゃっ
てるのを、居場所を教えてくれないじゃないかと疑
心暗鬼になって、沈めちゃう。そして、殺されたも
う一人の男の方は、彼女が好きな男の人なんですね。
それで、彼女を助けるために、ある種、自分が犠牲
になるような形で、自ら命を差し出すような亡くな
り方をしている。本当に良い方だったんです。
    すごい偶然なのですが、その人は私と同じ小学校
だったんです。で、私ご遺族のところに、多分会っ
てはくれないだろうなとは思ったんですが、一応、
お線香とお花を持って行って、「本当に申し訳あり
ませんけれども、お線香を上げさせてくれますか」
という話をご両親にしたんですね。そうしたら、ご
両親は最初は嫌だと思ったけれども、いいですよと
言っていただけて、お家に上げていただけて、お花
とお線香を上げさせていただいたんです。
    「本当にこんなこと言いづらいんですけれども、
同じ小学校で学んだ方なので、もちろん、お友達で
はなかったから分からないですけれども、同じ校庭
で遊んだと思います」というようなお話をしたんで
す。「すごい偶然なんですけど」と。本当に良いご
両親で、「あいつ、まだ生きているんですか？」と
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おっしゃったので、「はい。すいません。こんな長
く生かさせていただいて本当に申し訳ありません。
ただ、長く生かさせるのが私の仕事なので、これか
らもそういうふうにすると思うんですけれども、申
し訳ありません」という話をしたらば、「最初はも
う絶対、こんな奴の弁護をする人なんて顔も見たく
ないと思っていたけれど、考えてみれば弁護士さん、
あんたも大変だよな、あんたが殺したわけじゃない
しね」って言ってくれたんですね。良いご両親だな
と。だからやっぱり自分が彼女を助けるために、身
を差し出して、ああいうふうにお亡くなりになって
いただいたんだ、というか水に沈めたのは藤島さん
ですから藤島さんが悪いんですけれども。でもそう
いう自己犠牲の気持ちを持っていらっしゃる被害者
の方だったので、なるほど、ご両親も良い方たちだ
し、多分ご両親に愛されて育った方なんだろうなと
いう感じがすごくしました。
　だから、藤島さんはおそらく、愛された人たち、
存在を許された人たちは、心の奥底では嫌だったと
思います。「そんなの、おかしい」と。自分の存在
は否定されようが他者の存在は認めろと口先では言
えますけれど、もし自分がそういう人間だったらど
うかと言ったら、やっぱり全部羨ましいと思います
し、人殺しするかどうかは別として、嫌だと思いま
す。幸せとか愛情とかを見せられるのは。だから彼
は多分、普通の愛情とか幸せというものを作ろうと
思っても作れないだろうし、見せられることも嫌だ
ったんじゃないかなという気がします。それでも、
そんなに深く深く自分を分析するタイプではないの
で、“児童虐待の脳に及ぼす影響”とかを私が持
ち出すと、それに固着して、いかに自分は虐待され
て、いかに自分は幸せを味あわなかったかというこ
とを延々と繰り返すものですから、やはりそれを見
ている人は、「なんだ自己弁護ばっかりしているじ
ゃないか」、「反省してないじゃないか」と言われそ
うな感じなんですね。だけど私は、連合赤軍の永田
洋子さんもそうだったんですけれども、やはりあの
環境に閉じ込められてしまって、一つテーマを与え
られて、これで例えば「再審やりましょう」とか「最
高裁をやりましょう」と言った時に、そのテーマに
その人が固着するのは当たり前なんですよ。だから
同じような歌しか歌わないっていうけれども、そも
そも「更生の余地なし」と言って閉じ込めておいて、
ものを考えさせないようにしておいて、死ぬのをた
だ待つだけにしておいて更生するわけなくて。どん
どん人間として劣化していくと思います、私は。だ
から死刑制度が残酷なのは、とにかく「生きてる価
値ないよ」って言ったと同時に、その人自身が思考
停止になるような環境に押し込むということなんで
すね。

こんな育ち方をして、犯罪者にならないなんて人が
いますか？
　運動として広がらないということを今、安田先生

がおっしゃったのを聞いて、私はちゃんと運動して
いなかったので本当に我ながら何も知識がないし、
流れも分かってなかったし、自分自身が何か言える
レベルではないと思いました。12 月の藤島さんの
ことは、まったくぬかっていたとしか言いようがな
いので、自分自身、何回自分を責めても責め足りま
せん。はっきり言って、何をしていたんだと思いま
すので。一年かそこらぐらい、藤島さんは「僕、自
分でやります」と言ったものですから。彼はよく拗
ねるんです。拗ねてみせるので、こっちも慣れてき
ちゃって、「また拗ねてるな」と。でも多分、救援
連絡センターとか安田先生あたりが、やばくなった
ら私に教えてくれるから、やばくなったと言われる
まで何もしなくて大丈夫かなと、そういう油断があ
ったことは、本当に言い訳のしようがないです。私
自身が油断していました、完全に。だから、確かに
彼は確定したのが 1995 年なので、はっきり言って
通常よりは長く生きています。事実も全く争ってい
ないのに、なんでこんなに長く生きているんだとい
うのは、ここでは言えない、いろんなことがありま
す。それはどこか、死刑の弁護人になった方たちが
集まったところで、「実はこんなこともできる」と
いう話はしたいんですが、ここではしません。ここ
ではしませんけれども、あまりきちんと再審一本槍
とか、そういうやり方で実は伸ばしてきたんじゃな
いんですね。ですから、なんとなく、こういう皆さ
んの集会みたいなところで統計を見たり、次はこう
だああだというところを、自分自身は勉強せず、あ
る種、安田さんとかに頼っていた部分がありますの
で、救援の人が言ってくれたらやりましょうみたい
なところがあったので、そこらへんが我ながら非常
に情けなかったなと思っております。反省点を言い
だすときりが無いんですけれども、自分の反省ばか
りしていてもしょうがないので、藤島さんのことに
話を戻しますけれども。でも、そんな育ち方をして、
犯罪者にならないなんていう人がいますか？　犯罪
者になるか犯罪者の被害者になるのが当り前じゃな
いかと私は思います。藤島さんの育ち方を見ていて。
    彼の一生については、TBSに一時間のドキュメン
タリー番組にしてもらったりもしたんですね。今は
ないですけれども『女神の天秤』という番組で。今
回、TBSから「死刑のコメントを下さい」と言われて、
「おたくに絶対フィルムありますよ」と言ったら、「知
りませんでした。僕が入社したころの話です」と言
うから、「そんな昔なんだな」と思ったんですけれ
ども、一時間番組にしてもらって、彼の故郷とか施
設とか、全部テレビカメラに入ってもらって、イン
タビューを取ってもらって、こういう人生を歩んで
きて、自分が受けた虐待と同じことを殺人でやって
しまった人、ということでメディアには取り上げて
もらったんです。ただ、私の継続性がなかったので、
また虐待問題がどんどん一般化していったので、そ
の時みたいな目新しさは持ってもらえなかったんで
すけれども。最近、東京新聞が、死刑囚が本当はど
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んな人だったのかというのをやっていますので、や
っぱり私が出来たことは、そうやってメディアに語
りかけて、一人の人間として死刑囚を見て欲しいと。
その一人の人間がどんな人生を歩んで、どうやって
犯罪に至ったかということについて、少なくともみ
んなに情報を出していきたいというふうに思うわけ
ですね。そうしたら 8割の人は、死刑は関係ないと
思うからあった方がいいんじゃないかと言っている
のであって、一人一人の人生を見た時に、やっぱり
ただ死刑にすればいいんだという問題じゃないだろ
うと。藤島さんみたいな人は、「育ち直させる」必
要性があったし、「生き直させる」必要があったと
思います。
　最近、どんどん政治が荒くなっているなと思うの
は、格差をどんどんつけていくということは、人が
いつでも不安な気持ちにさせられるわけですよ。い
つ自分も蹴落とされるか分からない。いつ自分も背
中から切られるか分からない。そういう社会的な不
安とイライラ感がある社会というのは、やっぱりな
にか憂さ晴らししたくなるんですね。ローマだった
らライオンと奴隷でよかったかもしれないけれど
も、それが死刑だと思うんですね。「あんな悪いや
つ信じられない」「あんなひどいこと、僕はしない」
「私はしない」と言って、石つぶてを投げることに
よって、一瞬だけ「自分はもうちょっとあの人より
マシだ」という気持ちを味わうために、あの人たち
はいるんだと思います。だけど、藤島さんの生涯
を聞いただけで、皆さん「私のほうがマシなんだ」
と。「私のほうが文句言っちゃいけないんだ」とな
る。でもそれは石つぶてを投げる方向じゃないんで
すね。「あんな人でも生きていけるような社会なん
だから、自分も頑張ろう」という気持ちになれる社
会にしていくという形で、やっぱり悲惨さや貧しさ
や格差は絶対なくならないと思うけれども、それを
プレゼンテーションしていく方法論は死刑ではなく
て、その一人一人の人生を見ながら、「あんな酷い
のに、なんとか今やっているんだな」と。よく難病
ものとかありますけれども、難病ものは全部それな
わけですよ。結局みんなはあれを見て涙を流して、
「ああ、自分はちょっとだけマシだった」とか、「自
分はあんなひどい病気じゃなくて良かった」って心
の奥底で若干思うわけです。それは別に私は否定す
る必要はないと思うんですね。「あれよりも自分の
ほうが良かった。だから頑張ろう」とか「あんな状
態でも生きていていいんだったら、自分でも生きて
いていいんじゃないか」とか、そういう存在になり
うる人だったんです、藤島さんって。だから理解不
可能な、ここ 20年ぐらいのアメリカ人の大好きな
サスペンスの『羊たちの沈黙』みたいな（注・ちなみ
に私はあの手は嫌いです）、とてつもない悪辣な犯罪者な
んて、日本にはほとんどいないですよ、猟奇的な人
なんてね。だから、そういう存在であるというのが
死刑囚なんです。自分たちの生きて行くつっかえ棒
になってくれる人なんです。だから関係ない人じゃ

なくて、こんなに貧しくても、こんなに否定されて
も、生きていてもいいんだよねっていう存在なんで
すよ。みんな欲しいんじゃないですか、そういう存
在。私なんかけっこう必要です。弁護士なんか、き
っとそういうのが必要だから弁護士やってるんだと
いう人が結構いますよ。自分の存在意義になってい
るわけですよね、ある種。
    だから、上から目線で私は藤島さんのことを考え
ていなかったので、藤島さんが私に会った時に、私
に死体を引き取れって言うんですよ。「先生、誰に
死体を引き取って欲しいかって拘置所から聞かれた
から、先生の名前を書いておいたから」「なに言っ
てんの、あなたの死体なんか引き取りたくないよ」
って言って。「だけどお墓とか ...」「お墓？　私、自
分のお墓も作るつもりないの。私は野垂れ死ぬつも
りでいるのに、なんであなたのお墓なんか作らなき
ゃいけないの」って言って。「だいたい死刑囚なん
てみんな嫌われてるんだから、お弔いなんか誰もし
てくれないから」って言ったら、そしたら藤島さん、
隣に看守がいて書き取っているんですけど、「見て
下さいよ、僕の弁護人、僕のこといじめるんですよ」
って。
　私はいつもこんな調子でした。なんでこんな言い
方してるかというと、そんなところに諦めたかのよ
うに引取人の名前を書いたら執行されるじゃないで
すか。でも、そういう言い方するとまた甘ったれる
から、「なに言ってんの」って。でも、これ本音ですよ。
私、自分の墓作るつもりもないし、野垂れ死ぬつも
りでいるので、「冗談じゃないよ、あなたの墓なん
て何で作らないといけないの」って、まったく本音
です。死刑囚なんてみんな嫌いだからお弔いもして
もらえないよっていうのもひどい話ですけど、実は
現実的に何かあったときのためにお坊さんを確保し
ていたんですね。そうは言っても、そんなこと言え
ませんから。そういう話をして。その上で「あなた
はいいよね」って。「私は基本的には自分のなかで
は良いことしかしているつもりはなくて、それなの
にある日、過労死か交通事故かなにかで先に死んじ
ゃうかもしれない。あなたは悪いことをして、その
上で殺されるってすごく分かりやすいから、やっぱ
り死刑囚って良いんじゃないの」って言って。そし
たら「冗談じゃない」って怒っていましたけれど。
　そういういじめ方を私はしていました。だから心
の奥底で、みなさんが優越感を感じたいなら、藤島
さんと話せばいいんですよ。そういう存在として生
かしてあげて欲しかったんですよ、私は。「どんな
人も、生きてる価値があります」なんて抽象論を言
う必要はなくて、本当に価値あるんです。私はいく
らでもプロデュースして、藤島さんを、どん底に陥
ってる人たちを慰める材料にすることは、いくらで
もできましたよ。
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谷垣法務大臣は自分の人生をもう一度振り返って欲
しい
　谷垣さんが弁護士になりたくてたまらなくて、一
生懸命、司法試験に合格して、そしたらお父さんが
死んじゃって、泣く泣く政治家になったような人な
ので、もともと政治家っぽい顔つきしてないなと思
ってるんですけれども。私はそれでも一応、彼は司
法試験受かったじゃないですか。「事件記録を精査
した」って言ったならば、こういう一つ一つの記録、
読んでるんですか、本当に？ それだったら、ちゃ
んと日本語を読む能力すらないと思う。谷垣さんは、
それは良いところのボンボンかもしれない。「あん
たなんか生まれてくるべきじゃなかった」って言わ
れなかったでしょう。お父さんの名前もちゃんと分
かっていたと思いますよ。だけど、そうじゃない存
在に思いを致すことができないで、なんで法務大臣
やれるんでしょうか。私、この国の文明度、本当に
低いと思います。同時に、政策的にも非常にまずい
と思います。例えば、フランスみたいな国は、8割
ぐらいが「死刑しろ」って言ってたって、死刑やめ
ていくと政策的にやっていくわけですよ。それで何
をしてるかって言っうと、マリ共和国だのスーダン
だの、まだいろんなところに派兵しています。原子
力発電所も作ってます。兵器も売りまくってます。
だけど文化国家として売ってます。それはどういう
ことかというと、自分たちの国内では、「死刑廃止
しましたよ」とかね。要するに、バランスを取って
いるわけですよ。この安倍政権というのは、もう全
部、行く方向が一カ所です。バランス感覚が全くな
いんです。歯止めが効かないんです。これは政治家
としても非常に、21 世紀、こんなことをやってい
ていいんですかと。非常にバランス感覚の危うさを
感じます。それから自己のやっていることに対して
の若干の反省回路もないとしたら、それは知性がな
いということですよ。藤島さんも知性がないといわ
れて、小学校 4年生程度かもしれないけれど、彼は
少なくとも、自分の人生を何十回も何十回も振り返
ってます。谷垣さんは自分の人生をもう一度振り返
って欲しい。そして、こんなにたくさんの人の死刑
を執行できるほどの、彼は正しい人なんですかとい
うことなんです。
　この前、私は記者会見で衆議院会館に急きょ呼ば
れて行って、何を喋ったのかよく覚えてないんです
けれども、これ記録に残ったらきっと怒られるかも
しれないけれども、地獄や天国の存在は信じていま
せんけれども、もし地獄があるとしたら、弁護士の
ためにあるという冗談も海外にはあります。「ロイ
ヤーのみなさん、こちらの列にお並び下さい」みた
いな。しょうがないから私はそこに並んで弁護人
をまたやります。とりあえず、今度地獄に落ちた時
には、まず間違いなく谷垣さんのほうが藤島さんよ
りも下に落ちると思います。それは思います。彼は
2人しか殺していない。人数を見て下さい。単純計
算しても。「それが自分たちの仕事なんだ」と言っ

た時に、良心を捨てると思います。話が飛び飛びで
申し訳ないんですけれども、私、官僚制とか組織で
やっている犯罪って大嫌いです。顔を見せて、犯罪
をして人殺しをして、その責任を取るのはいいけれ
ど、「これは僕のお仕事ですから」とか、「執行する
ことは政策的に決まっていますから」。そういうこ
とをやるときにファシズムとか強制収容所って可能
になるわけですよ。思考停止になって、「これは規
則で決まっていますから」とか「これはわたしの管
轄で、仕方が無いんです」とか。だから、それだっ
たら顔と顔を合わせて、人を沈めている藤島さんの
ほうが、私は谷垣さんより人間性があると思ってい
ます。私は何としても谷垣さんとお話ししたいです
ね。彼はなんのために司法試験を合格して、何のた
めに弁護士を目ざしたのか聞きたいです。もともと
政治家になりたかったわけじゃないって言ってるん
だったら。そして、そこに書いてある人権とかそう
いうことについて、彼はどういう解釈をしているの
か聞きたいです。非常に怒りを持っています。
    だけど今日、全然知らなかったんですけれども、
執行されたもう一人の加賀山さん。これを読んだ時
に、あまりのひどさにちょっと絶句しました。そう
いう意味では、1995 年の確定から延々と 20何年間
も生きたのが申し訳ないと思います、そういう意味
では。加賀山さんのケースは、ひどいですね。よく
こんなの「精査した」と言えると思う。私は全く精
査していないと思います。多分、ホームレスの人で
遺族とかもあまりいなくて、うるさそうな人がいな
いからという、そういう選択で私はやったんじゃな
いかなと、なんかそんな感じします。
    藤島さんに関しては、私がいけないんだと思いま
す。今さら反省してもしょうがないと思うんですけ
れども。油断しました。いくら後悔しても、後悔し
ても、しょうがないんですけれども。永田さんも、
3年前の震災前に亡くなっちゃったんで。私、12月
ってやっぱり嫌なんですね。死刑が執行されるんじ
ゃないかという気持ちになって。前は、結構後ろの
方でやられたことがあったので、早めに冬休みを取
って、海外に行っている時に、英字新聞で「まさか
日本で死刑執行って、ウチの藤島さんじゃないよね、
ウチの永田さんじゃないよね」って、ウチの子路線
になっちゃって、確認するクセがあったんですけれ
ども。こんな頭にそういうことをするとは本当に思
っていなかったです。本当になんとも言いようがな
いです。
    皆さん、藤島さんのことをちょっと今日、考えて
あげて下さい。私は唯物論者なので魂とかあまり信
じていませんけれども、でもみんなの心の中にちょ
っとだけでも藤島さんを残してもらえると、彼は非
常に喜ぶと思います。生きていたら。ありがとうご
ざいました。



１　執行日直前に届いた手紙
　2013 年 12 月 10 日、一審弁護人のところに、加賀
山さんから手紙が届きました。その 2 日後の朝、加
賀山さんの死刑は執行されてしまいました。2012年
7月 24日、最高裁で加賀山さんの死刑が確定してか
ら、わずか 1 年 4 か月しか経過していない時期での
死刑執行でした。享年63歳でした。
　加賀山さんからの私たち宛の手紙に書かれていた
日付は「12 月 8 日」封筒の消印は「12 月 9 日」と
なっていました。その手紙には、私たちを気遣う文
章の後に続けて、加賀山さんの現在の心境が書かれ
ていました。文面は、「私の子供二人に、それぞれ
面会に来て欲しい旨、手紙を書いてだしたのですが、
二人共私にかかわりをもちたくないみたいで、手紙
の返事も面会も、どちらもなしでした。私としては、
子供たちに一度でも会って、話をしたかったのです
が、それも無理みたいですね。それから、私の母の
近況を知りたいのですが、先生よろしくお願いしま
す」、「来年でいいですので、一月か二月頃に面会に
来てほしいのですが、手紙では自分の気持ちの半分
も伝えていないように思います」と書かれていまし
た。この手紙の文面から見ても、加賀山さん自身も、
こんなに早く死刑が執行されるとは思っていなかっ
たと思われます。
　1月を待たずに、手紙が届いたらすぐに面会に行っ
ておけばよかったと後悔しています。死刑執行の直
前に届いた手紙は、加賀山さんの遺書のようなもの
になってしまいました。

２　加賀山さんが起こした事件について
　2008 年 2 月 1 日、加賀山さんは、大阪の中心地で
あるＪＲ大阪駅と阪急梅田駅の近くにある商業施設
の飲食店フロアの男子トイレにおいて、当時 30 歳
の男性にナイフを突きつけながら金品を要求しまし
た。その際、加賀山さんは、男性の胸をナイフで刺し、
その男性は直後に死亡してしまいました。
　加賀山さんが事件後逃走したため、警察は殺人事
件として大阪府下をくまなく捜査しましたが、犯人
は見つけることができませんでした。そんな中、2
月 8 日、加賀山さんが警察署に出頭したため、事件
は一気に解決しました。
　加賀山さんは、取調べを受ける中でＤＮＡを採取
され、そのＤＮＡが 2000 年 7 月 29 日に発生した強
盗殺人事件の犯人が残した血痕のＤＮＡと一致した
ため、この事件も加賀山さんが行ったものであるこ
とが判明しました。
　弁護士徳井が 2008 年 2 月 11 日に当番弁護士とし

て接見に行き、以後、国選弁護人に選任されました。
その後、1 件目で起訴された後に弁護士向井が 2 人
目の弁護人として選任され、以後、1 審の判決まで
2人で加賀山さんの弁護をしました。

３　加賀山さんの生活歴
　加賀山さんは、1950 年、宮崎県で 2 人兄弟の次男
として出生しました。両親は離婚しており、加賀山
さんには腹違いの兄弟が 3 人いるとのことですが、
事件の時点で 20 年くらい連絡を取っていなかった
とのことです。中学校を卒業した後職業訓練校に進
み、神奈川県の工務店や地元の宮崎県の工務店で大
工として働いたり、東京で配達の仕事をしたりして
働いていました。27 歳のときに結婚し、2 人の子供
に恵まれますが、35 歳ころに離婚してしまいます。
2 人の子どもとは離婚後会うことができず、どこで
何をしているのかについて加賀山さんは知りません
でした。弁護人のほうで住所を調べて、連絡を取ろ
うと試みましたが、子ども達からは返事は返ってき
ませんでした。
　その後、40 歳ころから 49 歳頃までの間は北陸地
方の運送会社で働いていました。加賀山さんは、仕
事を求めて首都圏を転々としましたが、安定した仕
事に就くことはできませんでした。50歳のとき、仕
事を求めて、大阪にきたものの、ここでも安定した
仕事に就くことはできず、知人の誘いにのって、1
件目の強盗殺人を行ってしまいます。
　その後、再び、北陸地方で働いた後、再び大阪に
戻ってきて、日雇いの仕事をしていたのですが、年
齢的なことから仕事に就けなくなり、所持金もなく
なって野宿生活をするようになりました。野宿生活
をしているときに、相談に乗ってくれた人から自立
支援センターを紹介してもらい、54歳のときハロー
ワークでリサイクル会社に就職することができ、解
体工として働くようになります。加賀山さんは、よ
うやく安定した仕事に就くことができました。
　加賀山さんの仕事ぶりは、会社の同僚からも評価
は高く、職場ではリーダー的な存在であったそうで
す。
　しかし、加賀山さんは、上司との折り合いが合わ
ず、58歳になる2か月ほど前に会社を辞めてしまい、
以後、派遣会社に登録して日雇いの仕事をしたり、
知人に借金をしながら、なんとか生活をしてきまし
た。そして、所持金がなくなり、家賃を 2 か月滞納
し、電話も止められてしまいました。電気代やガス
代の請求書が何度も送られてくるのですが、加賀山
さんには支払うべきお金がありませんでした。そし
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て、加賀山さんは、58歳 1 か月のときに2件目の強
盗殺人を行ってしまいます。

4　裁判において
　裁判では、裁判員裁判導入間近ということもあり、
公判前整理手続きを経て、1 週間に 1 回のペースで
公判が進んでいきました。加賀山さんは、もともと
ボソボソと話をするタイプで、聞かれたことには素
直に話をするのですが、公判でもあまり感情をこめ
ずに淡々と供述していたため、傍聴席から怒号が投
げかけられたこともありました。また、加賀山さん
は、逮捕後は、被害者のためにお祈りをしていたの
ですが、検察官から反省していないと責められたと
きには、加賀山さんは言葉を失いました。
　加賀山さんと弁護人は、1 件目と 2 件目の両方の
強盗殺人について殺意がなかったことを主張しまし
たが、裁判所は、ともに殺意を認めてしまいました。
また、弁護人は、刑法上の自首が成立するとの主張
をしましたが、これについても裁判所は認めてくれ
ませんでした。
　もっとも、公判では、加賀山さんが北陸地方で生
活していたときに交際していた女性が、新聞報道
などで大きく取り上げられていたにも関わらず、わ
ざわざ大阪の裁判所まで来て、加賀山さんのために
証言をしてくれました。その女性は、その後、しば
らくの間は加賀山さんと交流があったと聞いていま
す。
　公判審理は、通常の法廷で行われ、裁判所は当初
は判決も通常法廷で行おうとしていたのですが、報
道機関から「死刑求刑事件の判決公判を通常法廷で
行うことはいかがなものか」との指摘を受け、急遽、
判決公判期日は大阪地裁の大法廷で行われることに
なりました。
　判決理由の言い渡しのとき、加賀山さんは表情を
変えずに裁判長の話を聞いていました。

５　一審死刑判決後の面会
　2009年2月27日、一審の死刑判決が宣告された後、
今後の手続きのことなどを説明に、弁護人 2 人で加
賀山さんに会いに行きました。加賀山さんは、弁護
人からの説明を淡々と聞いていましたが、弁護人の
ほうから「我々は控訴申し立てにより弁護人として
の任務が終了すること、控訴審では別の弁護人が就
くこととなる」と説明すると、加賀山さんは、突然
顔をくしゃくしゃにしながら泣き出しました。これ
まで、加賀山さんは、大きな体格にもかかわらず、
消え入るような声でボソボソと話をする様子はよく
見られましたが、人目を気にせずに涙を流すのを見
たのは、このときが初めてでした。

６　死刑確定後
　死刑確定後、私たちのもとに加賀山さんから手紙
が届きます。加賀山さんに会いに行くと、一審の時

より年を取ってはいましたが、元気そうでした。加
賀山さんは、やはり子ども達と会いたいようで、自
分で手紙を書くと言っていました。また、加賀山さ
んは、いろいろお世話になっている支援者の方がい
るとも話をしてくれました。70歳くらいまでは生き
ていたいとも話していました。

７　死刑確定後の加賀山さんの心境
　　（週刊誌のアンケートから）
　死刑判決が確定した後、加賀山さんは、週刊誌の
アンケートに対して、次のような一文を残していま
す。「人生は何回でもやり直せるとかいうけど。そ
ういうのは嘘で、人生は何事においても一発勝負だ
という事が今頃になってようやく、気がつきました。
これから残りの人生はオマケの人生として生きてい
こうと思います」と。
　加賀山さんは、2008 年 2 月 1 日に起こした強盗殺
人について、8日に警察署に出頭しています。これは、
警察署に出頭したならば、まだ人生をやり直せるの
ではないかと考えて、厳しい処分が下されるのを覚
悟のうえで出頭したのではないかと思います。しか
し、裁判所は、加賀山さんには、やり直しのチャン
スを与えることはしませんでした。このようなこと
があったことから、加賀山さんは上記のような回答
をしたのではないかと思います。

8　死刑執行後
　加賀山さんの死刑が執行された後、支援者の女性
が、事務所で預かっている加賀山さんの物を遺品代
わりに欲しいと言ってきたので、加賀山さんの荷物
を開けてみました。これは、加賀山さんが逮捕され
てから約4か月後の2008年の夏に、弁護人のほうで
加賀山さんが事件前に住んでいた公団住宅を訪れ、
強制退去前に衣類を中心に持ち帰ったものの残りで
した。持ち出した衣類については、加賀山さんの元
に差し入れをしていたので、ボストンバッグの中に
は、請求書や案内の封筒しか残っていませんでした。
しかし、バッグの奥底に１冊の小さな新約聖書が
入っていました。この聖書については、公判のとき
に使おうと考えて、差し入れずにいたのかもしれま
せんが、今から思うと、この聖書も加賀山さんに差
し入れをしていればよかったと悔やんでいます。
　支援者の方は、加賀山さんが若かったときの写真
を持っておられました。写真には、幼い子ども達 2
人と幸せそうな顔をした加賀山さんが写っていまし
た。人生の中で一番幸せな時期であったと思われま
す。支援者の方のご厚意により、その写真は加賀山
さんの棺に入れてもらえることになり、最後の最後
で加賀山さんは幸せな時間を過ごせたのではないか
と思います。

　　　　　　　　　　　　　弁護士　徳 井 義 幸
　　　　　　　　　　　　　弁護士　向 井 啓 介
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　本日は友人・加賀山領治さんの追悼のために集
まって下さった皆様、本当にありがとうございます。
　加賀山さんは家族からも見放され、友人も居なく、
とても孤独な方でした。
　加賀山さんについて感じていた事は、面会に入っ
た頃から断ち切られるまで変わらず、とにかくおと
なしい、口数の少ない方でした。
　笑顔はまるで生き仏のような、おだやかさがあふ
れている、そんな方でした。
　1 度、面会の際に加賀山さんが胃を悪くして医師
の診察中という事があり、長い間待って、やっと面
会できた際に、
　「大丈夫 ? どこが悪いの ?」と聞いた私の顔を見て
ボロボロと加賀山さんが泣いた事がありました。
　その時、本当に厳しい環境に身を置き、たったひ
と言の私の心配する言葉と表情だけで涙があふれる
ような、孤独な加賀山さんと、ずっと人間として友
人として交流を続けていきたいと強く強く思いまし
た。
　加賀山さんも私との交流を望んでくれ、色々と動
いてくれたようですが、それもかなわず、確定処遇
に入ったとたん、交流は断ち切られてしまいました。
　その後も「私は加賀山さんを忘れていない」とい
う意味と心を込めて、現金を差し入れ続けてきまし
た。
 たまに定型文の返信が来た時は何とも言えない思
いでした。
　私は死刑という制度がある以上は、その方の犯し
た罪からはなれて、人間としての交流をしたいと思
い続けてきました。
　でもそれが交通権を取れなかったがために、また
孤独に、戻してしまった。
　あの笑顔を今は悲しみと絶望の表情に変えてし
まっているのかも知れないと思った時、関わりを
持ったこと、良かったんだろうか。私の方が罪深い
のではと深くなやみました。
　でも今、私は、人は人に必要とされ、人に認めら
れることで「善」を見い出すと感じています。
　その中から罪の反省や償いの気持ち、命の大切さ、
人のあたたかさを感じ、自分を見つめ、振り返るこ
とができるんだと信じています。

　最期の時に私を思い出してくれ、知らせてくれた
加賀山さん。
　あなたの晩年の心の中がおだやかであったことを
祈らずにはいられません。

　今回メッセージを、との事で本当になやみました

が、加賀山さんの生きていた証になるなら、と思い
書かせて頂きました。
　口数少ない方だったので、どうしても私視点から
のメッセージになってしまい、申し訳なく思ってい
ます。
　天国から加賀山さんが執行に関わった刑務官さん
達をいやし、私達の事もあのおだやかな笑顔で見
守っていてくれることを感じています。

【付記】支援者の方は 12 月 17 日、斎場で冷凍保存されてい

る加賀山さんの遺体に対面された。子供と一緒の写真、そし

て支援者が加賀山さんに出した手紙も棺に入れた。対応して

くれた拘置所の方もとても親身になってくれてありがたかっ

たとのことでした。

♦藤島光雄さん

最後の手紙から
前略、12 月になりました。ってことで先ずは『謹
賀新年』へのアピールから。そして、回想の続き
を書きます。新年が救援者の方々の誠意（ご苦労）
が芽をのばし花を咲かせるような嬉しい年になり
ますことを、心から願って居ります。
　自分の命が明日はどうなるのか ? と思わざるを
えない死刑囚は、たくましい生命力へのモチベー
ションを保つことが難しくなることがありますの
で、自分の命に自信がなくなることがあります。
　が、そんな日々のなかで『救援』を拝読するた
びに……救援者の方々が自分のこと以上に弱者の
ことを考え、その時どきの問題に対して、「この方
法がだめなら、こっちの方法を……」と、ご活動
されて居られる姿を知ることで……死刑囚もてい
ねいに日々を生きてる（生きて在ることの充実を
図る）ように頑張ることができるようになります。
　また、救援者の皆様の目標に向かって力を合わ
せ、「権力にはかなわないときもあるが、闘うとい
う精神の部分では負けないぞ！」というパワーを
感じることで、それが死刑囚の心の大きな支えに
なっていますことに、深く感謝を致して居ります。
　今年も何卒、宜しくお願いを致します。
（救援連絡センターの菊池さよ子さんへの手紙。「救援」

紙の新年アピールのために書かれた。文中にある「回想」

とは手紙に自分の人生を少しずつ書き進めていた。）

♦加賀山領治さん

短歌５首（2012 年度大道寺幸子基金応募作品）

現世では孝行できぬ身となりて
　病みたる母に詫びるすべなし

還暦を祝ってくれる人もなく
　孤独な我に便りまい込む

加賀山さんの支援者から
執行抗議集会に寄せられたメッセージ
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一日を座禅で過ごす僧まねて
　形だけでもにわか禅師に

何一つ捨てるものとてなき我に
　命捨てろと判決ありし

熱帯夜打上花火の音ひびき
　窓に近づき夜空をあおぐ

短歌６首（2013 年度大道寺幸子基金応募作品）

重き罪背おいて歩く辛さにも
   仏にすがり今日を生きる

人の道踏みはずしたる身になりて
   日増しにつのる後悔の念

短歌でも遺作になればそれでよし
   心静かに冥途の旅へ

獄の中動物園のサルよりも
   自由なき身の独房暮らし

吾が子らが逢いに来るのを四年待ち
   生きてる内に一目逢いたし

悪人と呼ばれし我も人の子で
   病いにかかり涙も流す

福島みずほ事務所の確定者アンケート2012から
加賀山領治さんのアンケート回答
外部交通に対するご意見をお書き下さい。
　親族以外は外部交通が許可にならず、唯一文通や
面会のあった友人も不許可でした。その友人との交
流が私の心の支えになっていたのに残念です。又私
の上告審での担当だった弁護士の先生とも確定後に
は面会できなくなりました。
死刑制度のかわりに終身刑を導入すべきとの意見が
あります。終身刑についてどうお考えになりますか。
　どちらにしても、拘置所の中で人生を終えるわけ
だし、そのなかで死刑で命を落とすのは、人間とし
て生まれて一番最悪の死であると思います。それよ
り終身刑で現世にいて、自己の天寿をまっとうした
方が、人間らしい死に方と思います。

死刑制度について賛成、反対ですか。その理由と合
わせてお聞かせ下さい。
　死刑制度については反対です。現在世界の国々で
は、7 割以上の国が死刑廃止をしているのに、なぜ
か日本は国家が殺人を代行するという形で、まだ死
刑執行を続けています。執行の方法も残酷だし、事
前通知もまったくないままに、いきなりの執行とい
うのも、人道上問題があると思う。事前通知して本
人が希望する家族や友人、知人、又弁護士さんとの
面会など、執行前に実施するのが、本人にとって心
情の安定につながるものと、思われます。日本も早
く死刑制度を廃止して EU に加盟し、国際社会の仲
間入りを果たしてほしいものです。
その他、ご意見などありましたらご自由にお書きく
ださい。
　私は、平成 24 年 8 月 22 日に死刑確定囚になり、
まだ死刑囚としては2ヶ月位しかたっていないので、
今回のアンケートに自分の意見を書くか、どうしよ
うか迷ったのですが、今年に入ってもう 3 回も死刑
の執行があり。そのうち 2 回は 8 月、9 月と連続し
て執行するハイペースでの執行におどろき、明日は
わが身という事もあり、今回のアンケートが私の遺
稿となるかもしれないとの思いで、この文章を書い
ています。平成 23 年は執行ゼロの年で今年も執行
ゼロが続いていく事を願っていたのですが、なかな
かうまくいきませんね。千葉大臣の執行後、1年 8ヶ
月も執行がなかったのに残念です。新聞には死刑確
定囚が 130 人もの人数になってるので法務省が危機
感をつのらせているというような事が、記事として
出ていたのですが、裁判員制度で国民を巻きこんで、
国民に死刑判決を次々に出させているという事実を
見ると、この国の未来はないと思います。裁判員に
選ばれた人たちは、どんな思いで裁判にとりくんで
いるのか。被告が何故に事件を起したか、被告の生
いたちや、事件にいたるまでのいろいろないきさつ
など細部にわたって、分析して裁判にとりくんでほ
しいものです。人が人を裁くという事を重く受けと
めて被告人の其の後の人生を左右する大事な事なの
で、裁判員に選ばれたら、その事を真剣に考えて下
さい。
　人生は何回でもやり直せるとかいうけど、そうい
うのは嘘で、人生は何事においても一発勝負だとい
う事が今頃になってようやく、気がつきました。こ
れから残りの人生はオマケの人生として生きていこ
うと思います。　　　平成 24 年 11 月 2 日

11 月 25 日　最高裁第一小法廷（金築
誠志裁判長）は高柳和也さんの上
告を棄却、死刑確定へ。

12 月 10 日 弁護人と死刑確定者との
再審請求の打ち合わせのための接

見に職員の立会をめぐる裁判で、
最高裁第三小法廷（大谷剛彦裁判
長）は「再審請求の打ち合わせの
場合、特段の事情がない限り、職
員を立ち会わせることはできない。
再審請求前でも死刑囚と弁護士に
は秘密に面会する利益がある」と
の初判断を示し、国の上告を棄却

する判決。
12 月 12 日　谷垣禎一法相は、藤島光
雄さん（東京）と加賀山領治さん（大
阪）の死刑を執行。

12 月 17 日　最高裁第三小法廷（木内
道祥裁判長）は沖倉和雄さんの上
告を棄却、死刑確定へ。（現在確定
者 131 人）

死刑日録
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「死刑廃止全国合宿 2013in 広島」報告
ヒロシマから死刑といのちを考えるシンポジウム実行委員会

11 月 30 日～ 12 月 1 日、広島市中区のアステー
ルプラザにおいて「死刑廃止全国合宿 2013in 広島」
を開催しました。北は北海道、南は九州と、全国
からたくさんの方がかけつけてくださり、全体で
約 70 名の参加でした。

11 月 30 日は「ヒロシマから死刑といのちを考
えるシンポジウム」として市民への公開シンポジ
ウムを行いました。開会あいさつに引き続き、ア
ムネスティ・インターナショナル日本、死刑廃止
ネットワーク東京の天野理さんより「死刑をめぐ
る世界の情勢について」お話しいただきました。

ひきつづき、元法務大臣の平岡秀夫さんから「死
刑制度について～世界の潮流と国民の意識」と題
して、特別講演をしていただきました。平岡秀夫
さんが法務大臣在任中は、「国民的議論が尽くされ
ていない」という理由で執行命令書にサインをさ
れなかったことにより、2010 年は、「死刑執行ゼ
ロの年」となりました。けれども、その背景で、
かなりの圧力があったことなどを紹介されました。
また、死刑についての有識者会議を開こうとされ
たときに維持論者だと表明している有識者がいな
いことに気づかれたというお話も印象的でした。

（詳しくは平岡さんの講演録をご参照ください。）
　引き続いて、川村湊さん、平岡秀夫さん、安田
好弘さんをパネリストにお迎えし、「死刑・原発・
戦争」をテーマにパネル・ディスカッションを行
いました。

川村湊さんは、最近の福島の状況を紹介され、
放射能の問題はなにも解決していないのに、今も
放射線量の高い地域に自民党政権は、避難者を帰
らせようとしている状況に対し、「『年間 20 ミリシ
ーベルトまでは許容しろ』というのは、自民党政
権が金をけちっているだけだ」と指摘されました。
　そして、死刑と原発と戦争は、国家が発動する
権力であり、安倍が死刑を続けるのは、祖父が戦
争犯罪人であることへのくやしさによるものであ
り、祖父への異常な愛情から戦争のできる国にし
たいだけであり、アメリカの戦争にどう協力でき
るかしか考えていないことを秘密保護法の問題点
に触れながら話されました。そして、国民に対し
て「お前たちは黙れ！」という脅しの道具として
死刑が用いられていると指摘されました。また、
川村さんが選考委員を務めておられる「死刑囚の
表現展」についても紹介されました。
　平岡さんは、会場からの質問に答えながら、死

刑と原発と戦争のテーマに共通するのは、人権と
いうことではないだろうか。死刑について語るこ
と自体がタブーとされていることに対して、語っ
ていくためには、死刑のあり方についての勉強会
や有識者会議のようなものをまた作っていく必要
がある。そのためにも、自民党政権が 50 年近くも
政権を維持できてきたのはなぜかということなど
についてもきちんと分析をしていく必要があると
指摘されました。
　安田さんからは、1956 年に死刑廃止法案が国会
に提案されたことを紹介され、その当時、法案の
趣旨説明において戦争を放棄するということは死
刑も廃止していくことであって、その議論を深め
ないのは政治家の怠慢だと発言された政治家がお
られたことを紹介されました。その一方で、ヨー
ロッパでは死刑制度は廃止されているが、アフガ
ニスタンでは爆弾を落としている現実があり、物
事は複層的に見なければならないと指摘されまし
た。原発についても、原爆は一つの兵器で 14 万人
を殺す危険な兵器であり、原発はその核の平和利
用と言われているが、つまるところ核兵器である。
死刑廃止を言うとともに、同時に原発や戦争など
についても考えていかなければならないと指摘さ
れました。
　そして、「フランスが死刑廃止を実現する背景に
は、５年間の死刑執行停止がある。一人の政治家
では死刑は廃止できない。私たちも死刑廃止のた
めの環境づくりをしていかなければならない。そ
のためにどのような議論ができるか、原点に立ち
返りながら考えていかなければならない」と提案
されました。　

　パネル・ディスカッションに続いて、（Ａ）「基
礎講座～なんで死刑はイケンの？」、（Ｂ）「死刑確
定者の再審請求における接見交通権」（Ｃ）「冤罪
と死刑とマスコミ報道」という３つのテーマに分
かれて分科会を行いました。（Ａ）のグループでは、
大道寺ちはるさんが問題提起をしてくださり、基
本的なことから死刑について意見交換をすること
ができました。（Ｂ）のグループでは、広島におい
て死刑確定者が再審請求をするために弁護人が接
見した際に、刑務官の立ち合いは違法であるとし
て裁判が行われ、広島高裁でその違法性が認めら
れる判決が出たことについて、弁護団から報告を
していただき、意見交換をすることができました。
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（追記：その後、12
月８日に最高裁で国
側の上告を棄却する
判決が出され、違法
性を認める判決が確
定しました。これに
よって、広島拘置所
においては、原告以
外の死刑確定者の弁
護人接見に立ち合い
がつかなかったこと
が確認されているこ
とをご報告いたしま
す）
　（Ｃ）のグループ
は、テーマが広すぎたことや 30 名を超える方が参
加され、会場の設定にも問題があり、十分に議論
を交わすことができなかったことを申し訳なく思
っていますが、井上明彦弁護士から裁判員裁判と
報道の問題などについても問題提起をしてくださ
り、死刑については、最初の時点のマスコミ報道
が編集されたストーリーしか伝わってこないなど
の問題があり、そのような中で、死刑囚の表現展
が持つ意味などについても意見が交わされました。

シンポジウムの後は、場所を変えて交流会を行
いましたが、私たちの想像をはるかに超えて、約
55 名の方が参加してくださいました（結果的に、
お料理が行き届かないなどの不手際があったこと
をお詫びいたします）。その交流会の中で、平岡さ
んから「３年後はぜひ山口でやってください！」
という思いがけない提案をいただきました。
　12 月１日は、午前９時 15 分から、全体会を行
いました。まずは、前日の分科会報告を行い、引
き続いて、各地、各団体からの報告を行いました。
その中で、大道寺ちはるさんから、「来年の合宿は、
京都で」というご提案をいただきました。
　そのあと、残った時間で、今後の取り組みにつ
いての意見交換を行いました。その中で、「これま
で合宿に参加している各地の拠点の中で、中心で
動いてくださった方が動けなくなったり、拠点が
なくなっているところがいくつかあるので、それ
らの地域に働きかけていかなければならないが、
今後、この運動を広めていくためにも、どのよう
に世代交替をしていくか」という問題提起があり
ました。それをめぐって、「世代交替のことは考え
なくていい。数ではなく、質が問題である。一人
が頑張ればいい！」という意見も出ましたが、会
場から「今日参加してくださった若い参加者の意
見が聞きたい」という提案があり、具体的に若い
参加者から「権利とか反対という言葉には違和感
を感じる。たとえば『死刑は人の命を奪うこと』
と言われるとそれはいやだなと思うけど、『生きる

権利をうばう』と
言われると考えて
しまう。」率直な意
見を出していただ
きました。時間が
足りないくらい、
参加者が積極的に
意見を述べられこ
とによって、今後、
私たちが死刑廃止
を実現していくた
めにも、このよう
な意見を語り合う
場所と機会が必要
であるということ

を実感させられました。

　合宿に引き続き、オプショナル・ツアーとして、
平和記念公園の中にあるいくつかの記念碑を案内
しましたが、こちらも私の想像をはるかに超えて、
30 人を超える方々が参加をしてくださり、熱心に
耳を傾けてくださいました。被爆２世である私自
身がこれまで、「自分もいつか放射能の影響で命が
奪われるかもしれない」という不安を感じながら、
広島の被爆の実相を伝える活動をしてきましたが、
広島は日清戦争時代に大本営が置かれた軍都であ
り、アジア侵略の拠点であったという加害性の歴
史があり、そして、さらに広島の周りにある米軍
基地や自衛隊の基地から戦争に参加し続けていて、
劣化ウランなどにより新たなヒバクシャを生み出
し、また、「核の平和利用」という名のもとに全国
に 54 基もの原発を作らせてしまい、福島第一原発
事故により新たな被曝者を生み出してしまったと
いう現代に続く加害性の中で生きていることが、
私自身の死刑問題にかかわる原点であることを改
めて確認させていただくことができました。

　今回は、広島で実行委員会を結成しましたが、
これまで一度も合宿に参加したことのない者たち
が手さぐり状態で今回の合宿を準備してきたため、
様々な不手際があったことを申し訳なく思ってい
ます。けれども、実行委員一人一人が力を出し合い、
支え合い、合宿を実現することができました。また、
無事に合宿を終えることができたのも、全国から
来てくださったみなさまのご協力のおかげである
ことを、ここに心から感謝いたします。

今回、全国のみなさまからいただいた問題提起
と励ましを糧に、３年後山口県内で、合宿を実現
するためにも、今後も引き続き広島の地で死刑と
いのちを考える活動を続けていきたいと思います。

　　　　　　　　（大月純子）
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木
希
林
　
天
野
鎮
雄
　
山
本
太
郎
　
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
寺
島
し
の
ぶ

【
物
語
】独
房
か
ら
無
実
を
訴
え
続
け
て
い
る
死
刑
囚
、奥
西
勝
86歳

。
1961

年
三
重
県
名
張
の
小
さ
な
村
で
、
ぶ
ど
う
酒
を
飲
ん
だ
女
性
５

人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
奥
西
は
「
警
察
に
自
白

を
強
制
さ
れ
た
」
と
訴
え
、
一
審
は
無
罪
だ
っ
た
。
二
審
は
逆
転
死

刑
判
決
。
そ
の
後
、
死
刑
執
行
に
怯
え
な
が
ら
も
無
実
を
訴
え
再
審

を
続
け
て
い
く
。
そ
の
奥
西
勝
の
人
生
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

を
交
え
た
劇
映
画
と
し
て
描
く
。

1980
年
　
日
本
映
画
　
91
分
　
35㎜

脚
本
＝
中
島
貞
夫
・
鴨
井
達
比
古
・
中
島
信
昭
　
撮
影
＝
仲
沢
半
次
郎
　
音
楽
＝

菊
池
俊
輔
　
出
演
＝
磯
部
勉
　
岡
田
奈
々
　
永
島
敏
行
　
愛
川
欽
也
　
石
田
純

一
　
高
橋
昌
也
　
室
田
日
出
男
　
市
原
悦
子
　
菅
井
き
ん
　
役
所
広
司

【
物
語
】
1954

年
大
沢
は
カ
ー
ビ
ン
銃
で
防
衛
庁
を
襲
い
、
公
金
を

強
奪
す
る
も
逮
捕
さ
れ
る
。
拘
置
所
で
は
死
刑
囚
だ
け
が
い
る
舎
房

に
拘
禁
さ
れ
る
。
大
沢
は
過
去
の
事
件
が
発
覚
し
て
一
審
は
死
刑
判

決
。
舎
房
に
は
三
鷹
事
件
の
竹
内
景
助
、酒
屋
一
家
殺
し
の
黒
木
清
、

帝
銀
事
件
の
平
沢
貞
通
、
メ
ッ
カ
事
件
の
正
田
昭
ら
が
い
た
。
大
沢

は
彼
ら
と
交
流
し
、
死
刑
の
怖
さ
を
心
底
知
っ
て
い
く
。

2010
年
　
日
本
映
画
　
278
分
　
35㎜

　
脚
本
＝
佐
藤
有
記
　
音
楽
＝
安
川

午
郎
　
出
演
＝
寉
岡
萌
希
　
長
谷
川
朝
晴
　
忍
成
修
吾
　
山
崎
ハ
コ
　
村
上
淳

　
吹
越
満
　
嶋
田
久
作
　
根
岸
季
衣
　
佐
藤
浩
市
　
柄
本
明

【
物
語
】－
世
界
が
悲
し
み
で
壊
れ
て
し
ま
う
前
に
－
　
21
世
紀
の「
罪

と
罰
」
と
題
し
「
普
通
の
人
が
殺
す
、
殺
さ
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

常
か
ら
突
如
殺
人
事
件
に
直
面
し
た
人
た
ち
を
描
く
。
光
市
母
子
殺

人
事
件
に
触
発
さ
れ
、
人
の
生
死
を
深
く
凝
視
し
続
け
た
作
品
。
第

61
回
ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
国
際
批
評
家
連
盟
賞
受
賞
作
。

1972
年
　
日
本
映
画
　
97
分
　
35㎜

　
原
作
＝
結
城
昌
治
　
脚
本
＝
新
藤
兼

人
　
撮
影
＝
瀬
川
浩
　
照
明
＝
平
田
光
治
　
美
術
＝
入
野
達
弥
　
音
楽
＝
林
光

　
編
集
＝
浦
岡
敬
一
　
出
演
＝
丹
波
哲
郎
　
左
幸
子
　
三
谷
昇
　
藤
田
弓
子
　

ポ
ー
ル
牧
　
市
川
祥
之
助

【
物
語
】
1952

年
「
戦
没
者
遺
族
援
護
法
」
が
施
行
さ
れ
、
サ
キ
エ

は
遺
族
年
金
を
請
求
す
る
が
却
下
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
夫
の
富

樫
軍
曹
は
敵
前
逃
亡
の
た
め
に
処
刑
さ
れ
た
、
と
戦
没
者
連
名
簿
に

は
載
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
信
じ
ら
れ
な
い
サ
キ
エ
は
不
服
申
立

書
を
出
し
続
け
、
部
隊
の
生
き
残
り
で
あ
り
当
局
の
照
会
に
返
事
を
出

さ
な
か
っ
た
者
た
ち
を
探
し
出
し
、
追
求
し
て
い
く
。
南
太
平
洋
戦
線

で
の
恐
る
べ
き
実
相
が
、
サ
キ
エ
の
前
に
立
ち
現
れ
て
く
る
。

最
初
の
人
間

声
を
か
く
す
人

約
束

さ
ら
ば
わ
が
友
 実
録
大
物
死
刑
囚
た
ち

ヘ
ヴ
ン
ズ
ス
ト
ー
リ
ー

軍
旗
は
た
め
く
下
に

塀
の
中
の
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー

2月
15日（

土
）13：

30
2月
17日（

月
）18：

30
2月
19日（

水
）11：

00
2月
20日（

木
）16：

00

2月
15日（

土
）16：

00
2月
16日（

日
）11：

00
2月
18日（

火
）16：

00
　
2月
20日（

木
）13：

30

2月
16日（

日
）16：

00
2月
18日（

火
）11：

00
2月
19日（

水
）13：

30

2月
16日（

日
）13：

30
2月
18日（

火
）18：

30
2月
20日（

木
）11：

00

2月
21日（

金
）15：

15（
前
半
）

2月
21日（

金
）17：

30（
後
半
）

途
中
15分

の
休
憩
あ
り
。

2月
15日（

土
）19：

00
2月
17日（

月
）13：

30
2月
19日（

水
）16：

00
2月
21日（

金
）11：

00

監
督
＝
ジ
ャ
ン
ニ
・
ア
メ
リ
オ

監
督
＝
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

監
督
＝
斉
藤
潤
一

監
督
＝
中
島
貞
夫

監
督
＝
瀬
々
敬
久

監
督
＝
深
作
欣
二

  入
場
料
金
　

一
般
　
1,500

円
／
大
学
・
専
門
学
校
生
　
1,300

円
／
シ
ニ
ア
　
1,100

円
／

会
員
　
1,100

円
／
高
校
生
　
800

円
前
売
券
　
5
回
券
　
4,500

円
／
3
回
券
　
2,800

円
／
１
回
券
　
1,000

円
『
ヘ
ヴ
ン
ズ
ス
ト
ー
リ
ー
』
の
み
2,000

円
。

5
回
券
、
3
回
券
の
2
回
分
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。渋
谷
区
円
山
町
1-5（

渋
谷
・
文
化
村
前
交
差
点
左
折
）
TEL. 03-3461-0211

http://w
w
w
.eurospace.co.jp/

ゲ
ス
ト
紹
介
:田
中
美
津
＝
鍼
灸
師
／
河
井
匡
秀
＋
安
田
好
弘
＝
弁
護
士
／
四
方
田
犬
彦
＝
映
画
研
究
／
安
部
譲
二
＝
作
家
／

　
　
　
　
　
　
古
城
十
忍
＝
劇
作
家
・
演
出
家
／
松
江
哲
明
＝
映
画
監
督
／
瀬
々
敬
久
＝
映
画
監
督

第
3
回
 死
刑
映
画
週
間
国
家
は
人
を
殺
す

協
力
：
ザ
ジ
フ
ィ
ル
ム
ズ
／
シ
ョ
ウ
ゲ
ー
ト
／
ス
タ
ー
サ
ン
ズ
／
東
映
／

　
　
　
東
風
／
東
宝
／
マ
グ
ザ
ム
／
ム
ヴ
ィ
オ
ラ

◆
各
回
入
れ
替
え
制

＊
一
部
の
作
品
の
画
・
音
に
不
備
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
作
品
お
よ
び
上
映
時
間
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2009
年
　
韓
国
映
画
　
96
分
　
BD
　
脚
本
＝
キ
ム
・
ヨ
ン
オ
ク
　
撮
影
＝
キ
ム
・

テ
ソ
ン
 音
楽
＝
フ
ァ
ン・テ

ギ
ュ
　
出
演
＝
ユ
ン・ゲ

サ
ン
　
チ
ョ・ジ
ェ
ヒ
ョ
ン
　
パ
ク・

イ
ナ
ン
　
チ
ャ
・
ス
ヨ
ン
　
チ
ョ
・
ソ
ン
ハ
　
キ
ム
・
ジ
ェ
ゴ
ン
　
ユ
・
ヒ
ョ
ン
グ
ァ
ン

【
物
語
】
新
人
の
刑
務
官
と
し
て
ソ
ウ
ル
刑
務
所
に
赴
任
し
て
き
た

ジ
ェ
ヒ
ョ
ン
。「
鉄
格
子
の
あ
る
と
こ
ろ
は
こ
の
世
に
二
つ
、
動
物
園

と
こ
こ
だ
」
と
言
う
先
輩
刑
務
官
ジ
ョ
ン
ホ
が
上
司
だ
。
そ
の
こ
ろ
一

人
の
連
続
殺
人
犯
へ
の
社
会
的
な
非
難
を
背
景
に
、
12
年
ぶ
り
の
死

刑
再
開
が
噂
さ
れ
る
。
死
刑
執
行
再
開
は
あ
る
の
か
。
刑
務
官
た
ち

は
動
揺
を
隠
せ
な
い
。
誰
が
執
行
刑
務
官
に
？
　
誰
が
処
刑
さ
れ
る
？

2月
15日（

土
）11：

00
2月
17日（

月
）16：

00
2月
18日（

火
）13：

30
　
　
2月
20日（

木
）18：

30

監
督
＝
チ
ェ
・
ジ
ン
ホ

2012
年
　
イ
タ
リ
ア
映
画
　
76
分
　
35㎜

　
製
作
＝
グ
ラ
ー
ツ
ィ
ア
・
ヴ
ォ

ル
ピ
　
撮
影
＝
シ
モ
ー
ネ
・
ザ
ン
パ
ー
ニ
　
音
楽
＝
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
タ
ヴ
ィ

ア
ー
ニ
、
カ
ル
メ
ロ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
　
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
＝
フ
ァ
ビ
オ
・
カ

ヴ
ァ
ッ
リ
　
出
演
＝
受
刑
者
た
ち

【
物
語
】
イ
タ
リ
ア
、
ロ
ー
マ
郊
外
に
あ
る
レ
ビ
ッ
ビ
ア
刑
務
所
。
こ

こ
で
は
受
刑
者
た
ち
に
よ
る
演
技
実
習
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

様
々
の
演
目
を
所
内
の
劇
場
で
一
般
の
観
客
を
相
手
に
上
演
し
て
い

る
。
今
回
の
演
目
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」。

早
速
、
俳
優
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。
演
出
家
が
各
人
に
、

氏
名
、
誕
生
日
、
出
生
地
、
父
親
の
名
前
を
二
通
り
の
言
い
方
で
言

わ
せ
て
い
く
。
第
62
回
ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
金
熊
賞
受
賞
作
。

2月
16日（

日
）19：

00
2月
17日（

月
）11：

30
2月
19日（

水
）19：

00
2月
21日（

金
）13：

30

監督＝パオロ＆ヴィットリオ・タヴィアーニ
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『死刑弁護人』『約束』自主上映会募集中
問合せ先 : 合同会社 東風　TEL  :  03-5919-1542
◆「死刑弁護人」自主上映
◎ 1月 18 日（土）上映時刻 : 13 : 30 ～
パネルディスカッション : 15 : 30 ～
安田 好弘（弁護士 第二東京弁護士会）
齊藤 潤一 （映画「死刑弁護人」監督 東海テレビ放送）
小早川 義則（大阪弁護士会 名城大学名誉教授）
コーディネーター 小林 修 氏 （愛知県弁護士会）
地域 : 愛知県名古屋市
会場 : 愛知県弁護士会館 5F「ホール」
主催 : 愛知県弁護士会事務局 人権・法制係 
TEL : 052-203-1651（代表）
◆「約束」自主上映
◎ 1月 31 日（土）18 : 45 ～
会場 : 和歌山県民文化会館 小ホール
主催 : 和歌山弁護士会 TEL :  073-422-4580
◎ 2月 8日（土） 13 : 10 ～
　死刑を考える日
講演　門脇康郎（映画「約束」監修）、小林修（名張毒ぶ
どう酒事件弁護団）

会場 : 京都商工会議所 講堂　富小路丸太町下ル
　入場無料／予約不要　先着 340 人
主催 : 京都弁護士会 075-231-2337
◎ 2月 9日（日） 12 : 40 ～

会場 : 名古屋市　ウィルあいちホール
主催 : 岐阜教育映画センター 085-215-9671
◎ 3月 11 日（火） 13 : 30 ～ /16 : 00 ～ /18 : 30 ～
会場 : 埼玉県深谷市　深谷シネマ　048-551-4592
主催 : ワーカーズコープ熊谷北部事業所
◎ 3月 15 日（土） 13:30 ～
会場 : 宮崎市オルブライトホール
主催 : 日本国民救援会 宮崎県本部
　TEL&FAX : 0985-32-5768（堀田）

◎いのちの表現展̶己が身にひきくらべて、殺してはな
らぬ。殺さしめてはならぬ̶

12 月 10 日（火）～ 2014 年 1 月 20 日（月）9時～ 16 時
会場　真宗本廟（ 東本願寺） 参拝接待所ギャラリー

問い合せ　真宗大谷派解放運動推進本部 Tel 075-371-9247
◎伊藤真氏講演会「日本国憲法と死刑制度」
１月 25日（土）18時～ 20時
会場　京都弁護士会館地階大ホール（入場無料／予約不要）
　伊藤真氏＝弁護士、伊藤塾塾長、法学館憲法研究所所
長

主催　京都から死刑制度の廃止を目指す弁護士の会
◎死刑映画週間３　国家は人を殺す
日時　 2014 年 2 月 15 日（土）～ 2月 21 日（金）
会場   ユーロスペース（東京都渋谷区円山町 1-5）

インフォメーション

【編集後記】
　上野延代さんが亡くなったのは 2012 年 6 月 7 日、享年
101 歳だった。
　昨年末、彼女の書いたものを見事に編集した遺稿集『蒲
公英一〇一歳──叛骨の生涯』が刊行された。体が動かな
くなるまで、一般刑事囚からあらゆる運動団体分け隔てな
く、死刑囚を含む多くの獄中者に面会し、力づけ、裁判を
傍聴しつづけた。1955 年に死刑が確定した三鷹事件の竹内
景助さんに、共産党員の全員が無罪、非党員の竹内さんだ

けが死刑、それはないでしょうと義憤に駆られて面会に行っ
てから拘置所通いが始まったという。ユーモアがある文体
で書かれた極上のエッセイ集だ。
　237 頁もあって送料込み 800 円。郵便振替 00200-5-38572
上野延代遺稿集刊行会。おすすめの一冊だ。
　　　　　　　　　　　＊
　上記新春芸能大会は、暗いことの多いこの時代を笑い飛
ばしながら、しっかり活動していこうという意味も込め、
新年会もかねた集まりだ．ぜひ参加を。（Ｆ）

死刑弁護人＆約束　上映日程

死刑廃止祈願・新春芸能大会●笑ってる場合か !?
2014 年 1 月 19 日午後 2時～築地本願寺第二伝道会館２階　瑞鳳の間／参加費 1000 円

口演・戸次公正◎節
ふしだんせっきょう

談説教「鹿
し し が た に え ん ぎ

ヶ谷縁起」（承
じょうげん

元の法
ほ う な ん

難）
真宗大谷派　南冥寺住職。著書に『南無阿弥陀仏が聞こえてくる』（法蔵館）『意味不明で有り難いのか̶
お経は日本語で』など
「節談説教」とは、落語・講談・浪曲などの語り芸のルーツともいわれる伝統的説教（布教伝導の方法）
で古くは「唱導」と言った。教義などを平易に表現した詞を節回しを付けて語る方法を用いる。

阿曽山大噴火◎事件は法廷で起きている　B 級裁判傍聴記
主な著書に「裁判大噴火」「被告人前へ。」（河出書房新社）「裁判狂時代」「裁判狂事件簿」（河出文庫）、
「被告人、もう一歩前へ。」（ゴマブックス）、「アホバカ裁判傍聴記」（創出版）

講談・鏡織鏡◎弘
コ ウ キ デ ン ウ ノ ハ ノ ウ ブ ヤ

毅殿鵜羽産屋
講談師・神田香織さんの香織倶楽部メンバー。フォーラム 90


